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概 要

Ⅰ．目的

全国の歯科医院における抜歯処置とその主原因等を調査することにより、歯の喪失の実態

と原因について全国的な状況を把握する。

Ⅱ．調査方法

・対象：

日本歯科医師会の一般会員名簿から抽出率 1/10で順序抽出し、(財)８０２０推進財団
が１年前に実施した関連調査の対象者を除いた 5,131名の歯科医師。

・調査方法：

郵送法による質問紙調査。

2005年 2月 1日(火曜日)～ 2月 7日(月曜日)に実施。
調査項目は、歯科医院・歯科医院長の属性、調査期間中における診療有無等、抜歯症例

に関する情報（患者属性、抜歯部位、抜歯の主原因など）等。抜歯症例がなかった場合

も回答を求めた。

回収率：39.1%（回収数 2,001、有効発送数 5,116）
・分析方法：

サンプルの特性に関する分析、基礎統計量の算出、クロス集計（現在歯数との関連）、

全国における年間喪失歯数の推計

Ⅲ．結果および考察

・対象者の属性：

歯科医師の平均年齢は 51歳。診療所あたりの歯科医師数は 1.3人、歯科衛生士数 1.5
人。歯科衛生士数が全国平均よりも多く、比較的規模の大きな歯科医院に偏っていた。

・抜歯症例：

抜歯総数は 9,350歯。60-64歳が最多。男女差なし。
患者数は 7,499名で一人平均抜歯数は 1.25本。
歯科医院あたりの抜歯数は 4.67本。

・抜歯の主原因：

歯周病 42%、う蝕 32%、その他 13%、破折 11%、矯正 1%の順で、近年行われた各地
の調査結果とほぼ一致していた。

・現在歯数との関連：

現在歯数が少ないほど歯周病による抜歯が多く、また患者一人平均抜歯数も多くなる傾

向が認められた。

・歯の喪失に関する推計：

本調査で得られた結果をもとに 1年間で失われる歯の総数と 1人あたり平均値の粗推
計値を算出したところ、それぞれ 1,460万本、0.11歯/人･年であった。今後、サンプ
ル代表性の検討を進め、より精度の高い推計を行っていく予定である。

・本調査は今後定期的に継続実施していくことにより、より価値の高い情報が得ることがで

きるので、今後、継続実施が望まれる。
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１．背景と目的

抜歯原因調査は、歯科医院における抜歯症例記録を質問紙に記入する方法で、調査方法が

簡便で低コストで実施できるというメリットを有している。わが国では、1980年代半ばか
ら全国各地で実施され 1-10)、歯の喪失原因について様々な情報が得られてきた。調査が開

始された 1980年代当時は、う蝕による抜歯が最も多かったが、その後、同じ地域で行わ
れた再調査により、歯周病による抜歯の割合が最も多くなってきたことが報告され 2,4,5,6)、

８０２０運動の貴重な情報源の１つとして定着してきたといえる。

しかしながら、歯周病による抜歯の割合が増えてきたという変化が、歯周病による抜歯が

増えたことに由来するのか、或いはう蝕による抜歯が減ってきたことに由来するのかという

点は、必ずしも明確とは言い難い。その理由として、わが国で従来行われてきた方法は、抜

歯数の量的な把握に関して必ずしも十分な調査デザインではなかった点を挙げることができ

る。

従来、歯の喪失に関する統計は、厚生労働省歯科疾患実態調査に代表されるフィールド調

査が主体であった。この調査で得られる歯の喪失に関する情報は、有病状況（prevalence）
であり、ある一時点における歯の喪失状況について詳細な情報を得ることができるが、歯の

喪失がいつの時点で生じた現象なのかという情報は得ることかできない。一般的に歯の喪失

は数十年間かけて進行するため、フィールド調査で得られるデータは長い間の変化が反映し

た現象であり、必ずしも現時点の要因が反映されたものとは限らない。

したがって、この種の調査で得られる歯の喪失に関する年齢差は、真の年齢差とはいえず、

時代的な影響が加味された差といえる。そのため、歯の喪失に関する将来的な見込みを得る

ための資料として捉えた場合、得られる情報は過去数十年分の蓄積であることから、現時点

の変化を捉える資料としての有用性はそれほど高いとは言えない面がある。

歯の喪失は、そのほとんどが歯科診療室における抜歯処置を受けることにより発生する。

そのため、従来行われてきた抜歯原因調査の方法論を少し改良して、調査期間内における抜

歯数を明確にできれば、そのデータから一定期間中における喪失歯数を推計することが可能

となり、日本全国における年間喪失歯数を求めるなど、一種の動態調査として活用すること

も可能となる 11)。実際、佐賀県では既に先駆的な試みが行われている 12-13)。また、将来

的な予測の精度も上昇することが期待される。

従来、わが国で実施されてきた抜歯原因調査は抜歯症例のみを回収していたため、歯の喪

失の頻度を正確に把握することができなかった。これについては、調査対象とする歯科医院

のサンプリングと調査期間を明確にすること、調査期間内に抜歯症例がなかったデータを把

握すること等により対処が可能である。また、定期的に実施することにより、経年的な推移

を捉えることも可能となる。

以上の点を踏まえ、(財)８０２０推進財団では、全国の歯科医院を対象とした永久歯抜歯

原因調査を企画し、2005年 2月に調査を実施した。
本調査は、わが国では初めての全国規模による抜歯原因調査であり、歯の喪失に関するよ

り詳細な基礎資料を得ることが可能となる。さらに、今後定期的に継続実施していくことに

より、その資料価値はさらに増していくものと予想できる。
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本報告では、調査の内容と得られた主な結果について報告する。

２．方法

本調査では、いままで行われたきた抜歯原因調査 1-10)と同様、歯科医院で抜歯処置を受

けた患者の症例を質問紙に記録するという方法を用いた。

1 ） 対象
今回の調査では、一般の歯科診療所における永久歯の抜歯処置の実態を把握することを目

的としていることから、標的集団を歯科診療所（歯科医院）とし、調査対象集団を日本歯科

医師会の一般会員とした。

そこで、日本歯科医師会に依頼し、一般会員名簿（会員数 57,989名、2004年 11月末
現在）から抽出率を 1/10とした順序抽出を行い、さらに 2004年 3月に行った「健康日本
２１関連 歯科医療施設調査」14)の対象者を除いた 5,131名の歯科医師を調査対象とした。
日本歯科医師会の一般会員は、各歯科医院の代表者であり、同一医院に複数存在しないの

で、今回の調査における基本単位は個々の歯科医院とみなすことができる。

なお、同会の定款施行規則第５条第２項会員（診療所または病院に所属する会員のうち一

般会員以外の会員）、終身会員（日本歯科医師会員に 30年以上入会している 70歳以上の
会員）は除かれている（http://www.jda.or.jp/）。

2 ） 調査方法
調査方法は、郵送法による質問紙調査とした。

調査期間は、2005年 2月 1日(火曜日)～ 2月 7日(月曜日)の 1週間と定めた。この期
間中に行われた抜歯処置などについて、予め郵送した質問紙（巻末：資料 1）への記入を
依頼した。

調査項目（巻末：資料 1）は、回答者（歯科医院、歯科医院長）の属性、調査期間中に
おける診療有無等、抜歯症例に関する情報に大別される。概要は下記のとおりである。

・回答者（歯科医院、歯科医院長）の属性：

診療所の所在都道府県、標榜科名、歯科医師・歯科衛生士数（常勤）、院長の性・年

齢

・調査期間中における診療に関する情報

調査期間（2005年 2月 1日～ 2月 7日）における診療の有無・調査実施の有無・
来院患者数

・抜歯症例に関する情報

調査期間中における抜歯症例の有無、抜歯処置が行われた日付、患者の属性（イニシ

ャル、性、年齢、居住市区町村）、抜歯前の現在歯数と床義歯の状態（上・下顎別）、

抜歯部位、抜歯に至った主原因（う蝕／歯周病／破折／矯正／その他）、抜去歯の状

態（健全／う蝕／処置・充填／処置・冠）、抜去歯の歯髄の状態（有髄／無髄・根充

なし／無髄・根充あり）、インフォームドコンセント（容易／困難）

調査票の回収に際して、調査期間中に抜歯症例がなかった場合も回収を求めた。また、抜
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歯症例を記入する際には、同一の患者か否かを特定できるように記録した。記入方法の詳細

は、巻末に示した資料 2（調査票の記入要領）を参照されたい。
調査は、2005年 1～ 2月に以下のスケジュールで実施した。
・1月 17日(月) 都道府県歯科医師会長に協力依頼文書発送
・1月 24日(月) 調査票発送
・2月 1日(火)～ 7日(月) 調査実施期間
・2月 14日(月) 回収（投函）締め切り日
督促状は発送しなかった。その理由は、本調査票に記入する作業は診療と並行して行われ

るため、督促状を出したとしても事後的に質問紙票へ記入することが困難と判断したためで

ある。

調査票の回収状況を表 1に示す。質問紙は、日本歯科医師
会・一般会員 5,131名に発送し、このうち 15名には配達す
ることができなかったため、調査対象者数は 5,116名となっ
た。調査票が回収できたのは 2,001名であり、回収率は 39.1%
であった。

図 1（統計表 1）に日付別にみた回収率を示す。調査期間
（2005年 2月 1～ 7日）の終了後に回答数が急増し、締め切り日（2/14）の翌週には、
ほぼ横ばいとなった。

図１．日付別にみた回収率
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表１．調査票の回収状況

 一般会員全体 57,989

 調査対象者発送数 5,131

 宛所不明で未配送 15

有効発送数 5,116

回収数 2,001

回収率 39.1% 
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表 2に都道府県別にみた回
収状況を示す。都道府県単位で

みた回収率の平均値の単純平均

は 44.0%（SD=10.7）、中央値
は 42.9%と、いずれも全体の加
重平均値（39.1%）よりも大き
かった。回収率を都道府県別に

みると会員数の多い都道府県で

は回収率が低い傾向が認めら

れ、会員数と回収率の相関係数

は-0.46（p<0.001）で、単回帰
分析を行ったところ有意であっ

た（p<0.01）。

一般会員
全体
調査対象者
発送数

宛所不明で
未配送

有効発
送数
回収数 回収率

1 北 海 道 2,706 248 3 245 83 33.9%

2 青 森 県 516 46 - 46 28 60.9%

3 岩 手 県 588 56 - 56 27 48.2%

4 宮 城 県 993 89 1 88 36 40.9%

5 秋 田 県 372 34 - 34 20 58.8%

6 山 形 県 421 35 - 35 15 42.9%

7 福 島 県 803 73 - 73 30 41.1%

8 茨 城 県 1,131 101 1 100 38 38.0%

9 栃 木 県 840 75 - 75 31 41.3%

10 群 馬 県 790 72 - 72 46 63.9%

11 埼 玉 県 2,138 193 - 193 67 34.7%

12 千 葉 県 3,399 261 - 261 82 31.4%

13 東 京 都 8,282 694 4 690 185 26.8%

14 神奈川県 3,327 306 - 306 100 32.7%

15 新 潟 県 1,020 95 - 95 39 41.1%

16 富 山 県 429 40 - 40 25 62.5%

17 石 川 県 434 38 - 38 19 50.0%

18 福 井 県 245 23 - 23 18 78.3%

19 山 梨 県 379 35 - 35 12 34.3%

20 長 野 県 896 79 1 78 35 44.9%

21 岐 阜 県 855 75 - 75 38 50.7%

22 静 岡 県 1,455 135 - 135 50 37.0%

23 愛 知 県 3,151 288 1 287 115 40.1%

24 三 重 県 692 63 - 63 24 38.1%

25 滋 賀 県 427 37 - 37 18 48.6%

26 京 都 府 1,076 102 - 102 39 38.2%

27 大 阪 府 4,584 417 2 415 126 30.4%

28 兵 庫 県 3,890 309 1 308 136 44.2%

29 奈 良 県 572 52 - 52 24 46.2%

30 和歌山県 504 46 - 46 16 34.8%

31 鳥 取 県 234 22 - 22 12 54.5%

32 島 根 県 244 23 - 23 12 52.2%

33 岡 山 県 857 79 - 79 25 31.6%

34 広 島 県 1,316 122 - 122 45 36.9%

35 山 口 県 590 51 - 51 15 29.4%

36 徳 島 県 392 36 - 36 17 47.2%

37 香 川 県 389 37 - 37 17 45.9%

38 愛 媛 県 627 59 - 59 34 57.6%

39 高 知 県 345 32 - 32 15 46.9%

40 福 岡 県 2,385 215 1 214 97 45.3%

41 佐 賀 県 339 31 - 31 16 51.6%

42 長 崎 県 672 62 - 62 25 40.3%

43 熊 本 県 656 58 - 58 29 50.0%

44 大 分 県 489 44 - 44 24 54.5%

45 宮 崎 県 417 40 - 40 19 47.5%

46 鹿児島県 732 67 - 67 22 32.8%

47 沖 縄 県 390 36 - 36 10 27.8%

- - - - 45 0.9%

57,989 5,131 15 5,116 2,001 39.1%

44.0%

10.7%

26.8%

35.8%

42.9%

50.0%

78.3%

表２．都道府県別にみた回収状況

都道府県名

合計

都道府県名不明

都道府県
別にみた
回収率の
基礎統計
量

最大値

75%値

50%値（中央値）

25%値

最小値

標準偏差

平均値
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3 ） 分析方法
分析は下記の手順で行った。

① サンプルの特性に関する分析

歯科医院の属性、患者の属性について基礎統計量等を算出した。

② 基礎統計量の算出

(1) 抜歯数
本調査のデータの特徴の 1つは、歯・患者・歯科医院という異なる 3つの単位でデータ
が得られていることである。そこで、抜歯数について、歯単位・患者単位・歯科医院単位で

分析を行った。

(2) 抜歯原因、抜去歯の状態、抜去歯の歯髄の状態、インフォームドコンセント
歯単位で基礎統計量について分析を行った。

③ クロス集計

下記の項目について、クロス集計を行った。

・現在歯数と抜歯原因との関連（年齢階級別）

・現在歯数と患者 1人あたり抜歯数の関連（年齢階級別）
④ 全国における年間喪失歯数の推計

本調査は一定期間中における全国代表サンプルを用いた調査であり、歯の喪失の大半が歯

科医院における抜歯処置を通して発生することから、本調査データを用いて全国における年

間喪失歯数の推計を行うことが可能である。そこで、本報告書では、本調査データ（年齢階

級別抜歯数、回収率、調査対象者の抽出率、会員数）と関連する官庁統計（歯科診療所数：

平成 14年医療施設調査、推計人口：平成 16年 10月）を用いて、１年間における喪失歯
総数および一人平均年間喪失歯数の粗推計値を求めた。

さらに、この粗推計値を用いて 1人あたり現在歯数に関する将来予測を行った。

4 ） 倫理審査
本研究は国立保健医療科学院の研究倫理審査の承認を受けた（NIPH-IBRA ♯ 05003）。
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３．結果および考察

1 ） サンプル特性に関する分析
① 歯科医院（歯科医院長）の属性

表 3に回答者の基本属性
と全国統計との比較を示

す。

回答者の性比は大半が男

性（94%）で、全国統計（平
成 14年医師歯科医師薬剤
師調査：診療所の開設者）

15)とほぼ同じであった。

平均年齢は 50.7歳
（SD=9.4、range: 29～ 85）
で、全国統計（2002年医
師歯科医師薬剤師調査：診

療所の開設者）15) とほぼ

同じであったが、分布の形

状はやや異なり、本調査は

全国統計に比べると若い歯

科医師と高齢歯科医師の割

合が少なかった（図 2、
統計表 2）。
標榜科名の割合は、歯科

97.6%、小児歯科 40.3%、
矯正歯科 18.7%、口腔外科
12.1%で、全国統計（平成 14
年医療施設調査）に比べ矯

正歯科・小児歯科・歯科

口腔外科が若干少なかっ

た（表 3）。
歯科医師数および歯科

衛生士数の平均値は、そ

れぞれ 1.32、1.54であり、
全国統計（平成 14年医療
施設調査）に比べて歯科

医師数はほぼ同じ、歯科

衛生士数は本調査のほう

が多かった（表 3）。

表３．回答者の基本属性（全国統計との比較）

人数 % 注 人数 % 注 出典

男 1,635 94.0% 53,609 92.8%
女 105 6.0% 4,175 7.2%
不明 261 － 0 －
計 2,001 － 57,784 100.0%
N
平均
SD
10%値
25%値
50%値
75%値
90%値
95%値
歯科 1,697 97.6% 63,923 98.2%
小児歯科 700 40.3% 29,438 45.2%
矯正歯科 326 18.7% 16,670 25.6%
口腔外科 211 12.1% 11,162 17.2%
不明 262 － 0 －
計 2,001 － 65,073 －

回答(+)者数
平均
SD
10%値
25%値
50%値
75%値
90%値
95%値
回答(+)者数
平均
SD
10%値
25%値
50%値
75%値
90%値
95%値

注：分母から不明を除外して算出

1.26
0.77
1.32

1
1

1.37
1.54
1528

27
41
56
67

2
2
1
1

平成14年 医
師歯科医師
薬剤師調査

平成１４年医
療施設調査

標榜科名

性別

79
85

年齢

平成14年 医
師歯科医師
薬剤師調査
（診療所の開
設者）

51.1

本調査 全国統計

57,784

0.92

1,725

9.4
50.7
1,727

0

マ
ン
パ
ワ
ー 歯
科
衛
生
士
数

平成１４年医
療施設調査

歯
科
医
師
数

4
3
2
1
1

図２．対象者（歯科医院長）の年齢階級別分布（全国統計との比較）
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表 4は診療・調査の有無と患者数の分布を各調査日ごとに示したものである。
診療の有無は、2月 4日（木曜日）に診療していた割合が約 3分の 2、2月 6日（日曜
日）が 4%と少なかった。その他の日は 9割以上が診療を行っていた。また、診療の有無
および調査の有無は無回答の割合が多かった。

患者数は診療を行っていた場合の基礎統計量を示した（表 4）。各調査日の平均値は 20.6
～ 28.7、中央値は 13.5～ 25で、分布の形状は各調査日ともに対数正規分布様であった。

② 患者の属性

抜歯処置を受けた患

者数は、計 7,499名で
男女比はほぼ同一であ

った（男性 3,712名、
女性 3,769名）。平均年
齢は 53.7歳（SD=17.5）
で、男女差をみると僅

かに男性のほうが高か

った（男性 54.3歳、女
性 53.2歳、p<0.01 ｔ
検定）。図 3（統計表 3）
は抜歯を受けた患者の年齢分布を性別に示したものである。全体的に分布は二峰性を示し

（30歳前後と 60歳前後がピーク）、50～ 74歳が多かった。男女差は顕著ではなかった。

図３．抜歯を受けた患者の年齢分布
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表４．診療・調査の有無と患者数

2月1日 2月2日 2月3日 2月4日 2月5日 2月6日 2月7日
火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日

あり 1,675 1,596 1,098 1,675 1,570 65 1,668
なし 27 105 577 23 117 1,553 25
無回答 299 300 326 303 314 383 308
計 2,001 2,001 2,001 2,001 2,001 2,001 2,001

あり（％）
# 98.4% 93.8% 65.6% 98.6% 93.1% 4.0% 98.5%

あり 1,446 1,366 917 1,418 1,287 39 1,400
なし 146 223 702 159 279 1,629 139
無回答 409 412 382 424 435 333 462
計 2,001 2,001 2,001 2,001 2,001 2,001 2,001

あり（％）
# 90.8% 86.0% 56.6% 89.9% 82.2% 2.3% 91.0%

N 1,601 1,528 1,053 1,602 1,500 62 1,577
平均 24.78 23.78 21.79 27.97 21.87 20.58 28.68
SD 16.41 16.54 16.00 17.14 16.20 36.88 17.90
最小値 0 0 0 0 0 0 0
25%値 15 13 11 17 12 0 18
中央値 22 21 19 25 19 13.5 25
75%値 32 31 29 36 28 21 36
90%値 43 41 39 48 39.5 40 48
95%値 52 49 49 56 48 64 57
最大値 246 266 183 248 195 253 254
合計 39,669 36,331 22,947 44,814 32,805 1,276 45,232

# 無回答を除外して算出

調査の
有無

診療の
有無

患者数
（分母
＝診療
あり）
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現在歯数の平均値は

21.1本（SD=7.9）で
男女差は認められなか

った。年齢階級別にみ

ると、図 4（統計表 4）
に示すように年齢とと

もに少なくなる傾向が

認められた。分布の偏

りは、いずれの年齢階

級でも比較的均一であ

った。また、全国値

（1999年厚生省歯科疾
患実態調査）と比較し

たものを図 5に示す。
比較的若い年齢層（35
～ 64歳）では本調査
のほうが少なく、70歳
以上になると本調査の

ほうが大きな値を示し

た。これは 70歳以上
になると、無歯顎者や

少数歯が残存している

割合が多くなり、抜歯経験者の現在歯数は平均値よりも多くなるためと考えられる。

義歯使用者の割合は、部分床義歯（PD）が上顎 27.6%、下顎 28.7%、総義歯（FD）が
上顎 5.4%、下顎 1.8%であった。図 6（統計表 5）は PDと FDを装着している患者の割合
を上下顎別・年齢階級別に示したものである。PD装着者の割合は、40歳代から年齢とと
もに高くなり、70歳代で 50%を超えて横ばいとなる。FDの装着者の割合は、50歳代か
ら年齢とともに増加するが、上顎のほうが下顎よりも多かった。図 7は、1999年厚生省
歯科疾患実態調査と比較したものである。全般的に本調査の対象は、PD装着者の割合が
多く、FD装着者の割合が低い傾向が認められた。

図５．一人平均現在歯数
（1999厚生省歯科疾患実態調査との比較）
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2 ） 抜歯数に関する基礎統計量

① 歯単位の分析

総抜歯数は 9,350本であ
った。

図 8（統計表 6）に年齢階
級別にみた抜歯数を示す。

抜歯数が最も多かった年齢

層は、患者数（図 3）と同
様、55～ 74歳であった。
また、25～ 34歳の抜歯数

図８．抜歯数（年齢階級別）　男女計
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図６．義歯使用率（上下顎別）
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は、その上の年齢層より若

干多く、年齢階級別にみた

抜歯数の分布は二峰性を示

した。

男女差はほとんどなかっ

た（男性 4,713本、女性
4,617本、性不明 20本）。
図 9は図 8の年齢階級別
抜歯数を性別に示したもの

である。50～ 64歳で男性
の抜歯数が女性よりも多い

傾向が認められた以外、と

くに差は認められなかった。

図 10（統計表 7）に歯別
にみた抜歯数を示す。抜歯

数は智歯が最大で全体的に

臼歯部が多かった。上顎と

下顎を比較すると上顎がや

や多かった。

図 11（統計表 8）は、図 10
を年齢階級別に示したもの

である。各歯の抜歯数の年

齢階級別内訳をみると、智

歯では特異な分布を示し若

い年齢層が際だって多かっ

た。他の部位では全体的に

臼歯部では若い年齢層が多

い傾向が認められた。

図９．抜歯数（性・年齢階級別）　男女別
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図 12（統計表 9）に調査日別にみ
た抜歯数を示す。2月 3日(木曜日)と
2月 6日(日曜日)が少ないのは、休診
日が多いためと考えられるが、土曜日

（2月 5日）が少ないのは、翌日が日
曜日で休診日が多いことと、来院患者

全体の年齢層が低いことによるものと

考えられる。図 13（統計表 10）は、
図 12の棒の部分について年齢階級別
内訳（実数値）を示したもの、図 14はその割合を示したものであるが、土曜日は比較的
若い年齢層の割合が多かった。

図１１．歯別・年齢階級別にみた抜歯数
（上顎）
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② 患者単位の分析

表 5に患者単位でみた抜歯数の基礎統計量を示す。抜歯数の平均値は 1.25（SD=0.64）、
中央値は 1、range1～ 9であった。図 15（統計表 11）に患者 1人あたり抜歯数の分布を
示す。抜歯数 1本が全体の 8割強と最も多く、次いで 2本（12%）、3本（3%）の順であ
った。

これを年齢階級別に示したものが、図 16、図 17（統計表 12）である。また、表 6は患
者 1人あたり抜歯数の基礎統計量を年齢階級別に示したものである。患者一人あたり抜歯
数は、年齢が上がるにつれて多くなる傾向が認められた。

表５．

N 7,499

平均 1.25
SD 0.64
最小値 1
25%値 1
中央値 1
75%値 1
90%値 2
95%値 2
最大値 9

抜歯数の基礎統
計量（患者単位）

図１６．患者１人あたり抜歯数の分布（年齢階級別、実数値）
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③ 歯科医院単位の分析

表 7に歯科医院単位でみた抜歯数の基礎統計量を示す。抜歯数の平均値は 4.67
（SD=4.37）、中央値は 4、range0～ 34であった。図 18（統計表 13）に歯科医院あたり
抜歯数の分布を示す。抜歯数 0本は、282医院（14.1%）であり、最も頻度が高かった。
また、10歯以上の割合が 12%と比較的高く、歯科医院による較差が認められた。

図 19は、歯科医院あたり抜歯数の較差を視覚的に示すために作成したローレンツ曲線
である。図の横軸は歯科医院数の相対累積頻度、縦軸は抜歯数の相対累積頻度を示す。全抜

歯数の約 3分の 2が、約 3分の 1の歯科医院で行われていた（図 19中の矢印）。
図 20は、抜歯数と患者数の歯科医院較差を比較したものである（調査期間中の患者数
のデータが得られた 1,511歯科医院のデータのみ）。抜歯数の分布は図 19とほとんど同じ
であった。患者数の分布をみると、6割の患者が 4割の歯科医院に受診していた（図 20中
の矢印）が、抜歯数に比べると偏りが少なかった。

表６．患者1人あたりの抜歯数の基礎統計量（年齢階級別）

年齢階級 人数 平均 SD 最小値 25%値 50%値 75%値 90%値 95%値 最大値
-14 51 1.02 0.14 1 1 1 1 1 1 2
15-19 108 1.06 0.31 1 1 1 1 1 1 3
20-24 375 1.06 0.24 1 1 1 1 1 2 2
25-29 438 1.06 0.28 1 1 1 1 1 2 4
30-34 446 1.09 0.35 1 1 1 1 1 2 4
35-39 322 1.11 0.38 1 1 1 1 1 2 4
40-44 365 1.16 0.47 1 1 1 1 2 2 6
45-49 463 1.22 0.58 1 1 1 1 2 3 6
50-54 731 1.24 0.65 1 1 1 1 2 2 7
55-59 914 1.25 0.65 1 1 1 1 2 3 7
60-64 918 1.33 0.75 1 1 1 1 2 3 9
65-69 823 1.32 0.71 1 1 1 1 2 3 8
70-74 724 1.37 0.77 1 1 1 1 2 3 7
75-79 420 1.41 0.88 1 1 1 2 2 3 8
80-84 210 1.30 0.61 1 1 1 1 2 2 5
85- 92 1.43 0.77 1 1 1 2 3 3 5
Total 7,400 1.24 0.64 1 1 1 1 2 2 9

表７．

N 2,001
平均 4.67
SD 4.37
最小値 0
25%値 1
中央値 4
75%値 7
90%値 10
95%値 13
最大値 34

抜歯数の基礎統計量
（歯科医院単位） 図１８．歯科医院あたり抜歯数の分布
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3 ） 抜歯原因等に関する基礎統計量

① 抜歯原因

図 21（統計表 14）に抜歯の主原因の割合を
示す。最も多かったのは歯周病の（42%）で、
う蝕（32%）、その他（13%）、破折（11%）、
矯正（1%）の順であった。
図 22（統計表 14）に、抜歯の主原因別にみ
た抜歯数を年齢階級別に示す。図 23は年齢階
級ごとの抜歯主原因の割合を示したものであ

る。歯周

病による

抜歯の割

合は 30歳
代から 50
歳代にか

けて多く

なり、そ

れ以上の

年齢階級

では、ほ

ぼ一定で

あった。う蝕による抜歯の割合は、30歳前後まで年齢とともに多くなる傾向にあった、そ
れ以上の年齢層では概ね同じ割合であった。破折は 20歳代から 40歳代にかけて多くなり、

図２１．抜歯の主原因（全体）
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図１９．歯科医院あたり抜歯数のローレンツ曲線（全体）
（歯科医院数と抜歯数の相対累積頻度の関係）
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それ以上の

年齢層では

ほぼ同じ割

合であった。

矯正と「そ

の他」は若

い年齢層で

多かった。

図 24（統計表 15）は、
抜歯主原因の割合を性別

に比較したものである。

男性では歯周病による抜

歯の割合が多く、それ以

外の主原因では女性の割

合が高かった。

図 25と図 26
（統計表 16）は、
男性と女性の抜

歯主原因の割合

を年齢階級別に

みた割合を示し

たものである。

30歳代以下の年
齢層では、女性

の矯正、「その

他」による抜歯

の割合が大き

く、40歳前後以
上の年齢層では

男性の歯周病に

よる抜歯の割合

が多かった。

図２４．抜歯主原因の性別比較
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図 27（統計表 17）は、各歯の抜歯主原因を示したものである。全体的に前歯部では歯
周病による抜歯の割合が多かった。臼歯部は、う蝕による抜歯の割合が前歯部に比べて多い

傾向が認められたが、とくに上顎智歯では、う蝕による抜歯が際だって多かった。また、上

下顎の智歯では「その他」の割合が高く、とくに下顎智歯で顕著であった。

② 抜去歯の状態

図 28（統計表 18）に抜去歯の状態の割合を示
す。う蝕の割合が 38%と最も多く、次いで処置
・冠（33%）、健全（21%）、処置 ･充填（7%）
の順であった。図 29（統計表 18）に、抜去歯の
状態を年齢階級別に示したもので、図 30
（統計表 18）は年齢階級ごとの割合を示したも
のである。う蝕はどの年齢層ともに多かった。

処置・冠は年齢とともに多くなる傾向が認めら

れた。健全歯の割合は若い年齢層で高かった。

図２７．歯別にみた抜歯主原因（実数）
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図 31（統計表 19）は、
抜去歯の状態を性別に比

較したものである。女性

では冠の割合が高く、男

性では健全の割合が高か

った。

図 32（統計表 20）に歯別にみた抜去歯の状態の分布を示す。上下顎とも智歯は特異な
分布を示し、う蝕の割合が高く冠の割合が極端に低かった。また、上顎では各歯による分布

の違いはそれほど顕著ではなかったが、下顎では前歯部では健全の割合が、臼歯部では冠の

割合が高かった。

図２９．抜去歯の状態別にみた抜歯数（年齢階級別）
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③ 抜去歯の歯髄の状態

図 33（統計表 21）に抜去歯の歯髄の状態の
割合を示す。最も多かったのは「無髄・根充

あり」の 43%、次いで「有髄」38%、「無髄・
根充なし」17%であった。
年齢階級別にみると（図 34、図 35、
統計表 21）、年齢が高くなるとともに「無髄
・根充なし」の割合が多くなり、「有髄」の割

合が少なくなる傾向が認められた。「無髄・根

充なし」は、どの年齢層ともにほぼ同じ割合

であった。

図３２．歯別にみた抜去歯の状態（実数）
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0

100

200

300

400

500

18 17 16 15 14 13 12 11 21 22 23 24 25 26 27 28

抜
去
数

無効

冠

充填

う蝕

健全

(下顎）

0

100

200

300

400

500

38 37 36 35 34 33 32 31 41 42 43 44 45 46 47 48

抜
去
数

図３３．歯髄の状態の割合

無効
0.1%

無回答
1.6%

無髄・根
充あり
43.1%

無髄・根
充なし
17.2%

有髄
38.0%



- 19 -

図 36（統計表 22）
は抜去歯の歯髄の

状態を性別に比較

したものである。

女性は有髄歯が少

なく、根管充填が

施されている無髄

歯の割合が高かっ

た。

図３４．年齢階級別にみた抜去歯の歯髄の状態の分布
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図 37（統計表 23）は、歯髄の状態の分布を歯別に示したものである。抜去歯の状態（図 32）
と同様、智歯は他歯に比べて特異な分布を示し、無髄歯の割合が少なかった。また、上顎で

は智歯を除くと各歯の分布に大きな違いは認められなかったが、下顎（智歯を除く）では、

前歯部では有髄歯の割合が高く、臼歯部では無髄歯の割合が高い傾向が認められた。

④ インフォームドコンセント

図 38（統計表 24）に抜歯処置のインフ
ォームドコンセントの状況を示す。困難

は 3%弱と少なくかった。年齢階級、性、
抜歯部位による差は認められなかった。

図３７．歯別にみた抜去歯の歯髄の状態（実数）
（上顎）
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4 ） クロス集計

① 現在歯数と抜歯原因との関連（年齢階級別）

現在歯数と抜歯原因の関連をみるため、年齢階級別にクロス集計を行った。

図 39～図 52（統計表 25）に、現在歯数別にみた抜歯原因の頻度分布と割合を示す。い
ずれの年齢階級においても、現在歯数が少なくなると歯周病による抜歯の割合が多くなる傾

向が認められた。

図３９．現在歯数別にみた抜歯原因
（実数値、～24歳）
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図４１．現在歯数別にみた抜歯原因
（実数値、25～34歳）
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図４０．現在歯数別にみた抜歯原因
（％、～24歳）
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図４２．現在歯数別にみた抜歯原因
（％、25～34歳）
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図４３．現在歯数別にみた抜歯原因
（実数値、35～44歳）

0

200

400

600

800

1000

1-9 10-19 20-23 24-27 28-32

現在歯数

その他

矯正

破折

歯周病

う蝕

図４４．現在歯数別にみた抜歯原因
（％、35～44歳）
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図４５．現在歯数別にみた抜歯原因
（実数値、45～54歳）
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図４６．現在歯数別にみた抜歯原因
（％、45～54歳）
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図４７．現在歯数別にみた抜歯原因
（実数値、55～64歳）
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図４８．現在歯数別にみた抜歯原因
（％、55～64歳）
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図４９．現在歯数別にみた抜歯原因
（実数値、65～74歳）
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図５０．現在歯数別にみた抜歯原因
（％、65～74歳）
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図５１．現在歯数別にみた抜歯原因
（実数値、75歳～）
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図５２．現在歯数別にみた抜歯原因
（％、75歳～）
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② 現在歯数と患者 1人あたり抜歯数の関連
患者一人平均抜歯数と現在歯数の関連についてクロス集計を行った。

図 53は全体、図 54は年齢階級別行ったクロス集計結果を示す（統計表 26）。全年齢ま
た各年齢階級ともに、現在歯数が少ないと患者一人平均抜歯数が多くなる傾向が認められ、

年齢階級と現在歯数による 2元配置分散分析を行った結果、現在歯数のみ有意（p<0.001）
であり、年齢階級との関連は認められなかった。

5 ） 全国における年間喪失歯数の推計

年齢階級別にみた抜歯数のデータ（図 8、統計表 6）を用い、回収率（39.1%）、対象歯
科診療所の抽出率（8.8%＝ 5,131÷ 57,989）、日本歯科医師会一般会員数(57,989)、全国
の歯科診療所数(62,484)を考慮し、まず、調査期間（１週間）における全国の抜歯総数を
求めたところ 291,967本と推計された（表 8）。この数値に 50を乗じた数値を年間喪失歯
数の粗推計値として算出したところ、約 1,460万本と推計された。最も多かった年齢階級
は 60～ 64歳で 191万本が喪失していると推計され、その前後の年齢階級（50～ 74歳）
では各年齢階級ともに年間 100万本以上が喪失していると推計された（表 8、図 55）。
さらに、年齢階級別の値を推計人口で除し、一人平均年間喪失歯数の粗推計値を求めた。

国民全体では一人平均年間喪失歯数は約 0.11本と推計され、年齢階級別にみると 70～ 74
歳が約 0.24本と最多で、60～ 74歳が 0.2本以上であった（表 8、図 55）。

図５４．現在歯数別にみた患者一人平均抜歯数
（年齢階級別）
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6 ） 1人あたり現在歯数に関する将来予測

年間一人平均喪失歯数がわかると、厚生省歯科疾患実態調査で得られている年齢階級別一

人平均現在歯数のデータを用いて、将来予測を行うことが可能となる。

表８．全国における年間喪失歯総数と年間一人平均喪失歯数の粗推計値の算出（年齢階級別）

有効
回答
数

有効
発送
数

日歯・
一般会

員数#

歯科
診療所

（全数）##

① ②
④＝
a×②÷①

⑤
⑥＝
④×⑤

⑦
⑧＝
⑥÷⑦

-14 52 1,624 81,189 17,734,000 0.005
15-19 115 3,591 179,552 6,761,000 0.027
20-24 397 12,397 619,844 7,725,000 0.080
25-29 465 14,520 726,013 8,755,000 0.083
30-34 487 15,207 760,363 9,819,000 0.077
35-39 358 11,179 558,952 8,661,000 0.065
40-44 422 13,178 658,877 7,909,000 0.083
45-49 565 17,643 882,145 7,854,000 0.112
50-54 904 28,229 1,411,433 9,300,000 0.152
55-59 1,146 35,785 1,789,272 9,640,000 0.186
60-64 1,224 38,221 1,911,055 8,652,000 0.221
65-69 1,089 34,006 1,700,277 7,344,000 0.232
70-74 989 30,883 1,544,145 6,465,000 0.239
75-79 592 18,486 924,301 5,098,000 0.181
80-84 273 8,525 426,240 3,235,000 0.132
85- 132 4,122 206,094 2,734,000 0.075
不明 140 4,372 218,585
計 9,350 291,967 14,598,336 127,686,000 0.114

# 2004年11月末現在
## 平成14年医療施設調査

502,001 5,116 57,989 62,484

抜歯
数
(a)

年齢階級

歯科医師数

推計人口
（2004.10）

1人あたり
年間喪失
歯数
（粗推計値）

1週間分の
抜歯総数
の全国推
計値

週数
年間喪失
歯総数の
粗推計値

図５５．年間喪失歯総数と一人平均年間喪失歯数の粗推計値（年齢階級別）

0

50

100

150

200

-
1
4

1
5
-
1
9

2
0
-
2
4

2
5
-
2
9

3
0
-
3
4

3
5
-
3
9

4
0
-
4
4

4
5
-
4
9

5
0
-
5
4

5
5
-
5
9

6
0
-
6
4

6
5
-
6
9

7
0
-
7
4

7
5
-
7
9

8
0
-
8
4

8
5
-

万

年齢階級

抜
歯
数

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

一
人
平
均
年
間
喪
失
歯
数

年間喪失
歯総数

一人平均
年間喪失
歯数



- 25 -

そこで、最新の全国調査データである 1999年厚生省歯科疾患実態調査で得られた年齢
階級別一人平均現在歯数のデータと一人平均年間喪失歯数の粗推計値を用い、1人あたり
現在歯数の将来予測を行った。

推計に際して、2000年の一人平均現在歯数が 1999年の厚生省歯科疾患実態調査データ
と同じであることと、今回推計された年齢階級別年間一人平均喪失歯数は今後も同じ値で推

移することを仮定した。

その結果を表 9と図 56に示す。本予測は、一人平均年間喪失歯数の粗推計値を用いて
行ったため、いわば粗予測値に相当するが、現在歯数の増加傾向は今後も続き、2040年に
は“8020”が達成することが予測された。

表９．一人平均年間喪失歯数（粗推計値）を用いた一人平均現在歯数の将来予測

実績値#1

2005年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

20-24歳 0.080 28.55
25-29歳 0.083 28.53 28.15  ※ 基礎データがないため推計不可
30-34歳 0.077 28.25 28.12 27.73
35-39歳 0.065 27.61 27.86 27.73 27.35
40-44歳 0.083 26.88 27.29 27.54 27.41 27.02
45-49歳 0.112 25.21 26.46 26.87 27.12 26.99 26.61
50-54歳 0.152 24.13 24.65 25.90 26.31 26.56 26.43 26.05
55-59歳 0.186 22.18 23.37 23.89 25.14 25.55 25.80 25.67 25.29
60-64歳 0.221 20.40 21.25 22.44 22.96 24.21 24.62 24.88 24.74 24.36
65-69歳 0.232 16.80 19.30 20.15 21.34 21.86 23.11 23.52 23.77 23.64
70-74歳 0.239 12.68 15.64 18.14 18.99 20.18 20.70 21.95 22.36 22.61
75-79歳 0.181 9.02 11.49 14.45 16.94 17.80 18.99 19.51 20.76 21.17
80-84歳 0.132 7.41 8.11 10.58 13.54 16.04 16.89 18.08 18.60 19.85
85歳以上 0.075 4.03 6.75 7.45 9.92 12.88 15.38 16.23 17.42 17.94

#1
1999年厚生省歯科疾患実態調査の一人平均現在歯数のデータを使用
#2
5年前の年齢階級における一人平均現在歯数－5年前の年齢階級における年間一人平均喪失歯数×5年

（算出例） 2005年の55-59歳の予測値＝24.13－0.152×5＝23.371
2010年の60-64歳の予測値＝24.13－0.152×5－0.186×5＝22.443

年齢階級 将来推計値
#2

一人平均現在歯数年間一人平均
喪失歯数
（粗推計値）

図５６．一人平均年間喪失歯数（粗推計値）を用いた
一人平均現在歯数の将来予測（60歳以上）
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４．考察

1 ） サンプル特性について
① 回収率

本調査の回収率は 39.1%（表 1）と低かった。
わが国で過去に行われた抜歯原因調査 1-10)は回収率が明記されていない報告が多いが、

明記されているものでは 30%台という報告が比較的多い 1,2,8)。また、一般的に郵送法の回

収率は高くないとされていることから、けっして満足がいくレベルではなかったものの、妥

当なレベルと解釈することもできる。

② 歯科医院の特性

得られたサンプル（歯科医院）の基本属性を全国統計と比較すると（表 3）、性および年
齢についてはぼ全国統計とほぼ同じであったが、標榜科名と歯科衛生士数では差が認められ

た。このうち、標榜科名では、本サンプルの小児歯科・矯正歯科・歯科口腔外科の割合が低

かった。小児歯科と矯正歯科については永久歯の抜歯症例がない医院が回答しなかった可能

性が考えられるが、歯科口腔外科の割合が低かった理由は不明である。歯科衛生士数（平均

1.52人）は全国平均（平均 0.92人）に比べてかなり多かった（表 3）。その理由として、
本調査は診療行為の調査であるため、マンパワーに余裕がない医院では調査が実施しにく

く、回答率が低さにつながった可能性が考えられる。

③ 抜歯数のデータによる検討

本調査の分析サンプルの代表性は、基本属性データだけでなく、年間喪失歯総数および年

間一人平均喪失歯数の粗推計値を他の官庁データから得られる数値と比較することにより検

証することも可能である。

年間の抜歯数は、社会医療診療行為別調査のデータから算出することが可能である。この

調査は、保険診療分（政府管掌・組合管掌・国民健康保険）における処置件数の１ヶ月（６

月）分の全国推計値が算出される。抜歯は保険請求できる診療行為であり、漏れなく請求し

ていると考えられるので、年間の抜歯件数を計算することができる。本調査の最新データ（平

成 15年）を用いて同年 6月 1ヶ月分の抜歯件数に 12を乗じて年間の抜歯件数を算出する
と 1215万本であった。社会医療診療行為別調査の対象は国保・政管・組合保険のみなの
で、この点を考慮すると本調査との違いはより小さくなると考えられるが、全体的にみると、

さほど大きな食い違いではないと考えられる。

一人平均年間喪失歯数は、厚生省歯科疾患実態調査を擬似的にコホート調査とみなすこと

により算出が可能である。そこで、1993～ 1999年における各年齢階級（6歳区分）の一
人平均年間喪失歯数を算出すると 50歳以上では 0.14～ 0.23の範囲で、今回得られた粗推
計値（表 8、図 55）に比べ、さほど大きな違いは認められなかった。

④ その他バイアスの要因として考えられるもの

このほか、選択バイアスが生じる要因として、季節変動、曜日による変動、抜歯症例がな

かったケースなどが考えられる。 このうち季節変動については、佐賀県で行われた抜歯調
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査 12,13)で傾向を知ることができ、今回の調査が行われた 2月は、抜歯件数がやや少ない
ことが示されている。

曜日については、今回、連続する１週間を調査期間としたので、これに由来する選択バイ

アスの問題は回避できたと思われる。また、曜日による違いに関する情報（図 12-図 14）
を把握できたので、今後の参考として利用できるものと考えられる。

抜歯症例がなかったケースについては、今までわが国で行われてきた調査では、この点が

考慮されていなかったため、今回の調査では、抜歯症例がなかった場合でも調査票の返送を

求めている（資料 1、資料 2）。また、歯科医院あたりの抜歯数の分布（図 18）をみると、
抜歯数 0件の割合（14%）は、視覚的にみて全体の分布から逸脱していないと思われたた
め、この影響はさほど大きくないと考察した。

⑤ 小括

以上述べたサンプルの代表性に関する問題点を整理すると、まず回収率の低さ（39.1%）
と歯科医院の歯科衛生士数が全国値よりも多かったこと（表 3）から、分析サンプルは比
較的規模の大きな歯科医院に偏っていた点は否めないと考えられる。したがって、集計され

た抜歯数は母集団に比して過大であった可能性があり、そのことが影響して年間喪失歯総数

の粗推計値が社会医療診療行為別調査から算出される年間の抜歯件数に比べて大きな値を示

したのかもしれない。

なお、年間喪失歯総数を推計するには、歯科医院の場以外で喪失に至る歯（自然脱落）の

頻度も考慮する必要があるので、今後の検討材料としたい。

また、サンプルの代表性に関して、未回答も含めた調査対象者に事後調査を実施し、選択

バイアスの可能性を検討するという手法も考えられたが、今回は諸般の事情により事後調査

を実施しなかった。今後の検討材料としたい。

2 ） 抜歯数に関するデータの解釈について
① 人口構成の影響

本調査結果を解釈

するうえで重要な点

は、本調査では母集

団を日本国民全体と

捉えている点であ

る。したがって、得

られた結果は人口構

成の影響を強く受け

ている点に留意する

必要がある。

たとえば、年齢階

級別にみた抜歯数の

分布は二峰性を示していたが、図 8のグラフに人口データを加えて示すと（図 57）、喪失

図５７．抜歯数と推計人口の年齢構成の比較（15才以上）
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歯の分布に人口構成が影響を与えることが視覚的に理解できる。

② 抜歯数の性差について

本調査の抜歯数

は男女差がなく、

年齢階級別にみて

も大きな差は認め

られなかった。

しかし、歯科医

院への受診患者は

女性のほうが多く、

平成 14年患者調査
17)によれば、女性

の患者数は男性の

1.32倍である。図
58は、本調査で得
られた抜歯数（図

9）と患者調査による歯科診療所の推計患者数を性・年齢階級別に示したものである。推
計患者数の男女差は 20～ 64歳で著明であり、これらの年齢層が就労期に相当するため、
男性では仕事による時間のなさから、駆け込み型の受診行動となり抜歯処置を受ける頻度が

女性よりも高くなっているものと考えられる。

3 ） 抜歯の主原因
抜歯の主原因で最も多かったのは歯周病であり（図 21）、近年の調査結果 2,4-6)と一致し

ていた。過去に行われた抜歯原因調査のうち、岡山県 1,2)、神奈川県 3-5)、群馬県 6)では調

査が 2回実施されているが、いずれも最新調査では歯周病による抜歯の割合が最多であり、
過去の調査に比べて比率が増加していることが報告されており、本調査はこれらの傾向を支

持し、全国各地で類似の傾向が生じている可能性を示唆している。

歯周病による抜歯の割合が高くなってきたのは、おそらく抜歯数全体が少なくなっていく

中で、治療内容の変化等の理由によりう蝕による抜歯が少なくなっていった影響が最も大き

いのではないかと推察される。

歯周病による抜歯の割合が現在歯数が少なくなるほど高かった(図 39-図 52)ことは、歯
の喪失が咬合支持の崩壊を招いて他歯の喪失要因となることを示した結果と考えられる。患

者 1人あたりの抜歯数が現在歯数が少ないほど多かったという結果（図 53、図 54）も同
じ機序に由来するものと考えられる。このように、本調査結果は横断調査ではあるものの、

歯の喪失に関して具体的な仮説形成を行うことが可能であり、検討を深めていく必要性があ

ると考えられる。

図５８．患者調査（H14）による推計患者数と抜歯数との関係
（性・年齢階級別）
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4 ） 今後の展望
今後、サンプルの代表性の検討と他の統計資料との整合性、および地域差に関する検討を

進め、年間喪失歯総数および年間一人平均喪失歯数について、より精度の高い推計を行って

いく予定である。

また、前述したように、本調査は今後定期的に継続実施していくことにより、より価値の

高い結果が得られることが予想されるので、今後、継続して調査を実施できる体制づくりが

望まれる。
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統計表１．日付別回収状況

回収数 有効回収数 無効回収数
有効回収
延べ数

有効回収率

1月26日 （水） 2 0 2 0 0.0%
1月27日 （木） 3 0 3 0 0.0%
1月28日 （金） 2 0 2 0 0.0%
1月31日 （月） 1 0 1 0 0.0%
2月1日 （火） 0 0 0 0 0.0%
2月2日 （水） 1 0 1 0 0.0%
2月3日 （木） 0 0 0 0 0.0%
2月4日 （金） 0 0 0 0 0.0%
2月7日 （月） 0 0 0 0 0.0%
2月8日 （火） 2 2 0 2 0.0%
2月9日 （水） 10 10 0 12 0.2%
2月10日 （木） 285 285 0 297 5.8%
2月14日 （月） 1123 1122 1 1419 27.7%
2月15日 （火） 96 96 0 1515 29.6%
2月16日 （水） 97 97 0 1612 31.5%
2月17日 （木） 144 144 0 1756 34.3%
2月18日 （金） 72 72 0 1828 35.7%
2月21日 （月） 75 75 0 1903 37.2%
2月22日 （火） 5 5 0 1908 37.3%
2月23日 （水） 9 9 0 1917 37.5%
2月24日 （木） 12 12 0 1929 37.7%
2月25日 （金） 7 7 0 1936 37.8%
2月28日 （月） 43 43 0 1979 38.7%
3月1日 （火） 2 2 0 1981 38.7%
3月2日 （水） 2 2 0 1983 38.8%
3月3日 （木） 3 3 0 1986 38.8%
3月4日 （金） 3 3 0 1989 38.9%
3月7日 （月） 4 4 0 1993 39.0%
3月8日 （火） 2 2 0 1995 39.0%
3月9日 （水） 1 1 0 1996 39.0%
3月10日 （木） 4 4 0 2000 39.1%
3月11日 （金） 0 0 0 2000 39.1%
3月14日 （月） 1 1 0 2001 39.1%
3月15日 （火） 0 0 0 2001 39.1%

2011 2001 10 2001 39.1%

5116

調査票発送日：平成17年 1月24日（月）

督促状の発送はなし

調
査
実
施

有効発送数

合　計

日付（平成17年）
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統計表２．対象となった歯科医院の院長の性・年齢別分布

男 女 不明 計 男 女 不明 計 計
#

35歳未満 47 3 0 50 2.9% 2.9% 0.0% 2.5% 2.9%

35～39歳 126 10 0 136 7.7% 9.5% 0.0% 6.8% 7.9%

40～44歳 278 16 2 296 17.0% 15.2% 0.8% 14.8% 17.1%

45～49歳 323 19 1 343 19.8% 18.1% 0.4% 17.1% 19.9%

50～54歳 310 21 0 331 19.0% 20.0% 0.0% 16.5% 19.2%

55～59歳 260 12 0 272 15.9% 11.4% 0.0% 13.6% 15.7%

60～64歳 133 10 0 143 8.1% 9.5% 0.0% 7.1% 8.3%

65～59歳 94 9 0 103 5.7% 8.6% 0.0% 5.1% 6.0%

70～74歳 25 1 0 26 1.5% 1.0% 0.0% 1.3% 1.5%

75歳以上 27 0 0 27 1.7% 0.0% 0.0% 1.3% 1.6%

不明 12 4 258 274 0.7% 3.8% 98.9% 13.7%

計 1,635 105 261 2,001 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

人数 1623 101 1724

平均 50.71 50.23 50.68

SD 9.44 9.47 9.44

最小値 29 29 29

25%値 44 43 44

中央値 50 50 50

75%値 56 56 56

最大値 85 70 85

# 分母から「不明」を除外

人数 割合
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統計表３．抜歯を受けた患者の性・年齢分布

年齢 男 女 不明 計

15歳未満 22 29 0 51

15～19歳 38 70 0 108

20～24歳 160 213 2 375

25～29歳 202 236 0 438

30～34歳 229 216 1 446

35～39歳 154 167 1 322

40～44歳 171 193 1 365

45～49歳 214 248 1 463

50～54歳 386 345 0 731

55～59歳 482 431 1 914

60～64歳 490 428 0 918

65～69歳 423 396 4 823

70～74歳 351 371 2 724

75～79歳 214 205 1 420

80～84歳 92 118 0 210

85歳以上 39 53 0 92

不明 45 50 4 99

計 3,712 3,769 18 7,499

平均 54.28 53.18 53.73

SD 16.87 18.00 17.46

最小値 8 10 8

25%値 43 39 41

中央値 57 56 56

75%値 67 67 67

最大値 96 95 96
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統計表４．現在歯数の基礎統計量（年齢階級別）

年齢階級 人数 平均 SD 最小値 25%値 中央値 75%値 最大値 全国値#

15歳未満 46 24.17 3.52 13 23 25 26 28

15～19歳 99 28.42 1.68 24 28 28 29 32 28.03

20～24歳 365 29.25 1.86 22 28 29 31 32 28.74

25～29歳 430 28.91 2.12 15 28 29 30 32 28.89

30～34歳 442 28.33 2.78 9 28 29 30 32 28.50

35～39歳 313 26.97 3.93 4 26 28 29 32 27.86

40～44歳 359 25.61 4.53 6 24 27 28 32 27.03

45～49歳 450 23.32 5.47 3 20 25 27 32 26.19

50～54歳 718 21.43 6.52 1 18 23 26 32 24.76

55～59歳 899 20.44 6.82 1 16 22 26 32 21.97

60～64歳 901 18.63 7.21 1 14 20 25 32 21.40

65～69歳 802 17.90 7.00 1 13 19 23 32 17.76

70～74歳 706 15.27 7.18 1 10 15 21 32 13.80

75～79歳 406 13.81 7.40 1 8 13 20 30 10.06

80～84歳 201 12.70 7.41 1 7 12 18 30 8.85

85歳以上 90 11.94 7.43 1 5 12 17 28 4.48

計 7,227 21.12 7.86 1 16 23 28 32

# 1999年厚生省歯科疾患実態調査
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統計表５．義歯使用状況（年齢階級別）

年齢階級

なし PD FD 無回答 計 なし PD FD 無回答 計

15歳未満 47 0 0 4 51 100.0% 0.0% 0.0% － 100.0% 

15～19歳 101 0 0 7 108 100.0% 0.0% 0.0% － 100.0% 

20～24歳 350 0 0 25 375 100.0% 0.0% 0.0% － 100.0% 

25～29歳 411 0 0 27 438 100.0% 0.0% 0.0% － 100.0% 

30～34歳 422 3 0 21 446 99.3% 0.7% 0.0% － 100.0% 

35～39歳 290 10 2 20 322 96.0% 3.3% 0.7% － 100.0% 

40～44歳 317 27 0 21 365 92.2% 7.8% 0.0% － 100.0% 

45～49歳 384 58 5 16 463 85.9% 13.0% 1.1% － 100.0% 

50～54歳 509 169 16 37 731 73.3% 24.4% 2.3% － 100.0% 

55～59歳 578 256 35 45 914 66.5% 29.5% 4.0% － 100.0% 

60～64歳 500 334 62 22 918 55.8% 37.3% 6.9% － 100.0% 

65～69歳 412 331 54 26 823 51.7% 41.5% 6.8% － 100.0% 

70～74歳 240 378 84 22 724 34.2% 53.8% 12.0% － 100.0% 

75～79歳 120 214 70 16 420 29.7% 53.0% 17.3% － 100.0% 

80～84歳 49 123 34 4 210 23.8% 59.7% 16.5% － 100.0% 

85歳以上 18 49 22 3 92 20.2% 55.1% 24.7% － 100.0% 

不明 56 28 4 11 99 63.6% 31.8% 4.5% － 100.0% 

計 4,804 1,980 388 327 7,499 67.0% 27.6% 5.4% － 100.0% 

15歳未満 47 1 0 3 51 97.9% 2.1% 0.0% － 100.0% 

15～19歳 101 0 0 7 108 100.0% 0.0% 0.0% － 100.0% 

20～24歳 347 1 0 27 375 99.7% 0.3% 0.0% － 100.0% 

25～29歳 408 3 0 27 438 99.3% 0.7% 0.0% － 100.0% 

30～34歳 416 2 0 28 446 99.5% 0.5% 0.0% － 100.0% 

35～39歳 296 7 0 19 322 97.7% 2.3% 0.0% － 100.0% 

40～44歳 323 17 1 24 365 94.7% 5.0% 0.3% － 100.0% 

45～49歳 381 61 2 19 463 85.8% 13.7% 0.5% － 100.0% 

50～54歳 520 168 7 36 731 74.8% 24.2% 1.0% － 100.0% 

55～59歳 606 258 8 42 914 69.5% 29.6% 0.9% － 100.0% 

60～64歳 540 339 14 25 918 60.5% 38.0% 1.6% － 100.0% 

65～69歳 438 332 25 28 823 55.1% 41.8% 3.1% － 100.0% 

70～74歳 282 392 27 23 724 40.2% 55.9% 3.9% － 100.0% 

75～79歳 129 259 18 14 420 31.8% 63.8% 4.4% － 100.0% 

80～84歳 56 133 16 5 210 27.3% 64.9% 7.8% － 100.0% 

85歳以上 24 53 8 7 92 28.2% 62.4% 9.4% － 100.0% 

不明 56 29 1 13 99 65.1% 33.7% 1.2% － 100.0% 

計 4,970 2,055 127 347 7,499 69.5% 28.7% 1.8% － 100.0% 

下顎

人数 割合

上顎
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統計表６．性・年齢別にみた抜歯数

年齢階級 男 女 不明 計

15歳未満 22 30 0 52

15～19歳 38 77 0 115

20～24歳 167 228 2 397

25～29歳 216 249 0 465

30～34歳 256 230 1 487

35～39歳 176 181 1 358

40～44歳 199 222 1 422

45～49歳 269 295 1 565

50～54歳 490 414 0 904

55～59歳 619 526 1 1,146

60～64歳 648 576 0 1,224

65～69歳 570 514 5 1,089

70～74歳 478 509 2 989

75～79歳 315 275 2 592

80～84歳 122 151 0 273

85歳以上 61 71 0 132

不明 67 69 4 140

計 4,713 4,617 20 9,350

統計表７．抜歯部位別にみた抜歯数

抜歯部位 抜歯数 割合

18 472 5.0% 

17 333 3.6% 

16 292 3.1% 

15 291 3.1% 

14 304 3.3% 

13 261 2.8% 

12 269 2.9% 

11 249 2.7% 

21 261 2.8% 

22 247 2.6% 

23 246 2.6% 

24 294 3.1% 

25 289 3.1% 

26 301 3.2% 

27 335 3.6% 

28 447 4.8% 

48 463 5.0% 

47 355 3.8% 

46 352 3.8% 

45 274 2.9% 

44 243 2.6% 

43 140 1.5% 

42 182 1.9% 

41 192 2.1% 

31 208 2.2% 

32 185 2.0% 

33 163 1.7% 

34 214 2.3% 

35 275 2.9% 

36 313 3.3% 

37 383 4.1% 

38 502 5.4% 

不明 15 0.2% 

計 9,350 100.0% 
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統計表８．抜歯部位・年齢階級別にみた抜歯数の分布

抜歯部位
25歳
未満
25～
34歳
35～
44歳
45～
54歳
55～
64歳
65～
74歳
75歳
以上
不明 計

25歳
未満
25～
34歳
35～
44歳
45～
54歳
55～
64歳
65～
74歳
75歳
以上
計

18 104 196 71 44 34 13 3 7 472 22.4% 42.2% 15.3% 9.5% 7.3% 2.8% 0.6% 100.0%

17 2 26 39 68 95 69 28 6 333 0.6% 8.0% 11.9% 20.8% 29.1% 21.1% 8.6% 100.0%

16 7 25 18 60 86 67 23 6 292 2.4% 8.7% 6.3% 21.0% 30.1% 23.4% 8.0% 100.0%

15 8 11 18 57 85 77 33 2 291 2.8% 3.8% 6.2% 19.7% 29.4% 26.6% 11.4% 100.0%

14 25 11 21 54 80 83 28 2 304 8.3% 3.6% 7.0% 17.9% 26.5% 27.5% 9.3% 100.0%

13 0 3 3 42 75 89 45 4 261 0.0% 1.2% 1.2% 16.3% 29.2% 34.6% 17.5% 100.0%

12 1 8 15 50 76 77 39 3 269 0.4% 3.0% 5.6% 18.8% 28.6% 28.9% 14.7% 100.0%

11 2 6 8 41 85 68 32 7 249 0.8% 2.5% 3.3% 16.9% 35.1% 28.1% 13.2% 100.0%

21 2 4 12 49 71 80 38 5 261 0.8% 1.6% 4.7% 19.1% 27.7% 31.3% 14.8% 100.0%

22 2 3 8 43 74 82 28 7 247 0.8% 1.3% 3.3% 17.9% 30.8% 34.2% 11.7% 100.0%

23 0 3 2 34 75 87 41 4 246 0.0% 1.2% 0.8% 14.0% 31.0% 36.0% 16.9% 100.0%

24 17 8 22 48 82 75 38 4 294 5.9% 2.8% 7.6% 16.6% 28.3% 25.9% 13.1% 100.0%

25 6 25 21 44 91 68 33 1 289 2.1% 8.7% 7.3% 15.3% 31.6% 23.6% 11.5% 100.0%

26 3 19 25 49 99 78 27 1 301 1.0% 6.3% 8.3% 16.3% 33.0% 26.0% 9.0% 100.0%

27 9 19 37 69 107 62 27 5 335 2.7% 5.8% 11.2% 20.9% 32.4% 18.8% 8.2% 100.0%

28 93 169 77 44 35 19 4 6 447 21.1% 38.3% 17.5% 10.0% 7.9% 4.3% 0.9% 100.0%

48 99 138 67 45 54 39 13 8 463 21.8% 30.3% 14.7% 9.9% 11.9% 8.6% 2.9% 100.0%

47 5 28 32 78 113 67 26 6 355 1.4% 8.0% 9.2% 22.3% 32.4% 19.2% 7.4% 100.0%

46 23 30 30 65 110 68 23 3 352 6.6% 8.6% 8.6% 18.6% 31.5% 19.5% 6.6% 100.0%

45 11 6 20 58 71 69 36 3 274 4.1% 2.2% 7.4% 21.4% 26.2% 25.5% 13.3% 100.0%

44 11 2 11 26 71 71 47 4 243 4.6% 0.8% 4.6% 10.9% 29.7% 29.7% 19.7% 100.0%

43 0 2 5 12 33 50 35 3 140 0.0% 1.5% 3.6% 8.8% 24.1% 36.5% 25.5% 100.0%

42 1 0 7 23 46 57 43 5 182 0.6% 0.0% 4.0% 13.0% 26.0% 32.2% 24.3% 100.0%

41 2 0 5 23 51 65 43 3 192 1.1% 0.0% 2.6% 12.2% 27.0% 34.4% 22.8% 100.0%

31 0 1 8 20 52 76 46 5 208 0.0% 0.5% 3.9% 9.9% 25.6% 37.4% 22.7% 100.0%

32 0 0 6 17 61 55 42 4 185 0.0% 0.0% 3.3% 9.4% 33.7% 30.4% 23.2% 100.0%

33 2 0 3 16 38 61 39 4 163 1.3% 0.0% 1.9% 10.1% 23.9% 38.4% 24.5% 100.0%

34 9 5 8 30 61 61 37 3 214 4.3% 2.4% 3.8% 14.2% 28.9% 28.9% 17.5% 100.0%

35 2 11 14 53 85 63 41 6 275 0.7% 4.1% 5.2% 19.7% 31.6% 23.4% 15.2% 100.0%

36 15 25 44 43 91 75 16 4 313 4.9% 8.1% 14.2% 13.9% 29.4% 24.3% 5.2% 100.0%

37 7 22 50 98 106 71 25 4 383 1.8% 5.8% 13.2% 25.9% 28.0% 18.7% 6.6% 100.0%

38 96 146 73 64 72 31 15 5 502 19.3% 29.4% 14.7% 12.9% 14.5% 6.2% 3.0% 100.0%

不明 0 0 0 2 5 5 3 0 15 0.0% 0.0% 0.0% 13.3% 33.3% 33.3% 20.0% 100.0%

Total 564 952 780 1,469 2,370 2,078 997 140 9,350 6.1% 10.3% 8.5% 16.0% 25.7% 22.6% 10.8% 100.0%

年齢階級

人数 割合（不明除外）

統計表９．日付別にみた抜歯数

抜歯数 割合

2月1日 (火) 1,867 20.0% 

2月2日 (水) 1,556 16.6% 

2月3日 (木) 1,035 11.1% 

2月4日 (金) 1,862 19.9% 

2月5日 (土) 954 10.2% 

2月6日 (日) 37 0.4% 

2月7日 (月) 2,035 21.8% 

4 0.0% 

9,350 100.0% 計

日付

不明
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統計表１０．日付別にみた抜歯数と年齢階級別内訳（男女計）

25歳
未満
25～34
歳
35～44
歳
45～54
歳
55～64
歳
65～74
歳
75歳
以上
不明 Total

103 159 160 268 489 470 216 2 1,867

5.5% 8.5% 8.6% 14.4% 26.2% 25.2% 11.6% 0.1% 100.0% 

84 144 118 261 402 354 165 28 1,556

5.4% 9.3% 7.6% 16.8% 25.8% 22.8% 10.6% 1.8% 100.0% 

68 100 82 171 289 206 96 23 1,035

6.6% 9.7% 7.9% 16.5% 27.9% 19.9% 9.3% 2.2% 100.0% 

102 195 161 286 451 430 207 30 1,862

5.5% 10.5% 8.6% 15.4% 24.2% 23.1% 11.1% 1.6% 100.0% 

80 155 128 168 210 136 71 6 954

8.4% 16.2% 13.4% 17.6% 22.0% 14.3% 7.4% 0.6% 100.0% 

5 6 3 6 10 5 2 0 37

13.5% 16.2% 8.1% 16.2% 27.0% 13.5% 5.4% 0.0% 100.0% 

122 192 127 309 517 477 240 51 2,035

6.0% 9.4% 6.2% 15.2% 25.4% 23.4% 11.8% 2.5% 100.0% 

0 1 1 0 2 0 0 0 4

0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

564 952 780 1,469 2,370 2,078 997 140 9,350

6.0% 10.2% 8.3% 15.7% 25.3% 22.2% 10.7% 1.5% 100.0% 

上段：人数／下段：割合

男
女
計

2月1日

2月2日

2月3日

2月4日

2月5日

2月6日

2月7日

不明

Total

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

統計表１１．患者1人あたり抜歯数の分布

抜歯数
人数
（回答数）

割合

1歯 6,183 82.5% 

2歯 955 12.7% 

3歯 254 3.4% 

4歯 71 0.9% 

5歯 19 0.3% 

6歯 9 0.1% 

7歯 3 0.0% 

8歯 4 0.1% 

9歯 1 0.0% 

Total 7,499 100.0% 
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統計表１２．患者１人あたりの抜歯数と年齢階級別分布

1歯 2歯 3歯 4歯
5歯
以上

計 1歯 2歯 3歯 4歯
5歯
以上

計

15歳未満 50 1 0 0 0 51 98.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

15～19歳 103 3 2 0 0 108 95.4% 2.8% 1.9% 0.0% 0.0% 100.0% 

20～24歳 353 22 0 0 0 375 94.1% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

25～29歳 414 22 1 1 0 438 94.5% 5.0% 0.2% 0.2% 0.0% 100.0% 

30～34歳 413 26 6 1 0 446 92.6% 5.8% 1.3% 0.2% 0.0% 100.0% 

35～39歳 292 25 4 1 0 322 90.7% 7.8% 1.2% 0.3% 0.0% 100.0% 

40～44歳 318 40 6 0 1 365 87.1% 11.0% 1.6% 0.0% 0.3% 100.0% 

45～49歳 390 49 21 2 1 463 84.2% 10.6% 4.5% 0.4% 0.2% 100.0% 

50～54歳 609 93 15 10 4 731 83.3% 12.7% 2.1% 1.4% 0.5% 100.0% 

55～59歳 753 112 35 9 5 914 82.4% 12.3% 3.8% 1.0% 0.5% 100.0% 

60～64歳 704 153 44 12 5 918 76.7% 16.7% 4.8% 1.3% 0.5% 100.0% 

65～69歳 634 140 28 17 4 823 77.0% 17.0% 3.4% 2.1% 0.5% 100.0% 

70～74歳 547 117 42 11 7 724 75.6% 16.2% 5.8% 1.5% 1.0% 100.0% 

75～79歳 309 75 24 6 6 420 73.6% 17.9% 5.7% 1.4% 1.4% 100.0% 

80～84歳 160 40 8 1 1 210 76.2% 19.0% 3.8% 0.5% 0.5% 100.0% 

85歳以上 65 16 10 0 1 92 70.7% 17.4% 10.9% 0.0% 1.1% 100.0% 

計 6,114 934 246 71 35 7,400 82.6% 12.6% 3.3% 1.0% 0.5% 100.0% 

抜歯数 割合
年齢階級

統計表１３．歯科医院あたり抜歯数の分布

抜歯数
人数
（回答数）

割合

0歯 282 14.1% 

1歯 224 11.2% 

2歯 253 12.6% 

3歯 212 10.6% 

4歯 189 9.4% 

5歯 178 8.9% 

6歯 142 7.1% 

7歯 107 5.3% 

8歯 87 4.3% 

9歯 83 4.1% 

10歯 55 2.7% 

11歯 45 2.2% 

12歯 34 1.7% 

13歯 24 1.2% 

14歯 25 1.2% 

15歯 11 0.5% 

16歯 8 0.4% 

17歯 6 0.3% 

18歯 5 0.2% 

19歯 6 0.3% 

20歯以上 25 1.2% 

計 2,001 100.0% 
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統計表１４．主原因別にみた抜歯数

年齢階級 う蝕 歯周病 破折 矯正 その他
無効
（複数
選択）
無回答 計

15歳未満 5 1 0 42 4 0 0 52

15～19歳 29 0 2 21 62 0 1 115

20～24歳 139 12 8 20 215 0 3 397

25～29歳 219 13 16 7 206 3 1 465

30～34歳 254 30 26 8 166 3 0 487

35～39歳 179 60 30 10 74 3 2 358

40～44歳 176 114 59 1 69 0 3 422

45～49歳 202 232 76 0 49 6 0 565

50～54歳 268 465 104 0 63 3 1 904

55～59歳 301 625 151 2 52 14 1 1,146

60～64歳 328 682 153 0 49 10 2 1,224

65～69歳 326 547 150 0 56 5 5 1,089

70～74歳 280 509 144 0 52 1 3 989

75～79歳 176 316 70 0 25 2 3 592

80～84歳 76 136 45 0 11 4 1 273

85歳以上 28 78 23 0 3 0 0 132

不明 33 78 11 1 16 1 0 140

計 3,019 3,898 1,068 112 1,172 55 6 9,350

15歳未満 9.6% 1.9% 0.0% 80.8% 7.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

15～19歳 25.2% 0.0% 1.7% 18.3% 53.9% 0.0% 0.9% 100.0% 

20～24歳 35.0% 3.0% 2.0% 5.0% 54.2% 0.0% 0.8% 100.0% 

25～29歳 47.1% 2.8% 3.4% 1.5% 44.3% 0.6% 0.2% 100.0% 

30～34歳 52.2% 6.2% 5.3% 1.6% 34.1% 0.6% 0.0% 100.0% 

35～39歳 50.0% 16.8% 8.4% 2.8% 20.7% 0.8% 0.6% 100.0% 

40～44歳 41.7% 27.0% 14.0% 0.2% 16.4% 0.0% 0.7% 100.0% 

45～49歳 35.8% 41.1% 13.5% 0.0% 8.7% 1.1% 0.0% 100.0% 

50～54歳 29.6% 51.4% 11.5% 0.0% 7.0% 0.3% 0.1% 100.0% 

55～59歳 26.3% 54.5% 13.2% 0.2% 4.5% 1.2% 0.1% 100.0% 

60～64歳 26.8% 55.7% 12.5% 0.0% 4.0% 0.8% 0.2% 100.0% 

65～69歳 29.9% 50.2% 13.8% 0.0% 5.1% 0.5% 0.5% 100.0% 

70～74歳 28.3% 51.5% 14.6% 0.0% 5.3% 0.1% 0.3% 100.0% 

75～79歳 29.7% 53.4% 11.8% 0.0% 4.2% 0.3% 0.5% 100.0% 

80～84歳 27.8% 49.8% 16.5% 0.0% 4.0% 1.5% 0.4% 100.0% 

85歳以上 21.2% 59.1% 17.4% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 100.0% 

不明 23.6% 55.7% 7.9% 0.7% 11.4% 0.7% 0.0% 100.0% 

計 32.3% 41.7% 11.4% 1.2% 12.5% 0.6% 0.1% 100.0% 

抜
歯
数

割
合
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統計表１５．抜歯主原因の性別比較

男 女 男 女

う蝕 1,473 1,512 31.8% 33.3% 

歯周病 2,126 1,686 45.9% 37.2% 

破折 485 570 10.5% 12.6% 

矯正 25 86 0.5% 1.9% 

その他 501 651 10.8% 14.4% 

無効 24 30 0.5% 0.7% 

計 4,634 4,535 100.0% 100.0% 

歯数 割合

統計表１６．抜歯主原因の性別比較（年齢階級別）

う蝕 歯周病 破折 矯正 その他 無効 計 う蝕 歯周病 破折 矯正 その他 無効 計

15歳未満 4 1 0 14 3 0 22 1 0 0 28 1 0 30

15～19歳 13 0 1 6 18 0 38 16 0 1 15 44 0 76

20～24歳 71 8 6 3 78 0 166 68 4 2 17 135 0 226

25～29歳 117 8 6 0 83 1 215 102 5 10 7 123 2 249

30～34歳 143 13 13 1 84 2 256 111 17 13 7 81 1 230

35～39歳 91 40 16 1 27 1 176 87 20 14 9 47 2 179

40～44歳 83 49 29 0 35 0 196 93 65 30 1 33 0 222

45～49歳 81 130 32 0 24 2 269 121 101 44 0 25 4 295

50～54歳 121 282 53 0 32 1 489 147 183 51 0 31 2 414

55～59歳 152 372 61 0 26 8 619 149 253 89 2 26 6 525

60～64歳 154 388 79 0 25 2 648 174 294 74 0 24 8 574

65～69歳 179 300 60 0 24 4 567 147 242 90 0 32 1 512

70～74歳 124 261 67 0 25 1 478 156 247 76 0 27 0 506

75～79歳 98 173 31 0 10 1 313 78 142 39 0 15 1 275

80～84歳 30 68 16 0 6 1 121 46 68 29 0 5 3 151

85歳以上 12 33 15 0 1 0 61 16 45 8 0 2 0 71

計 1,473 2,126 485 25 501 24 4,634 1,512 1,686 570 86 651 30 4,535

15歳未満 18% 5% 0% 64% 14% 0% 100% 3% 0% 0% 93% 3% 0% 100%

15～19歳 34% 0% 3% 16% 47% 0% 100% 21% 0% 1% 20% 58% 0% 100%

20～24歳 43% 5% 4% 2% 47% 0% 100% 30% 2% 1% 8% 60% 0% 100%

25～29歳 54% 4% 3% 0% 39% 0% 100% 41% 2% 4% 3% 49% 1% 100%

30～34歳 56% 5% 5% 0% 33% 1% 100% 48% 7% 6% 3% 35% 0% 100%

35～39歳 52% 23% 9% 1% 15% 1% 100% 49% 11% 8% 5% 26% 1% 100%

40～44歳 42% 25% 15% 0% 18% 0% 100% 42% 29% 14% 0% 15% 0% 100%

45～49歳 30% 48% 12% 0% 9% 1% 100% 41% 34% 15% 0% 8% 1% 100%

50～54歳 25% 58% 11% 0% 7% 0% 100% 36% 44% 12% 0% 7% 0% 100%

55～59歳 25% 60% 10% 0% 4% 1% 100% 28% 48% 17% 0% 5% 1% 100%

60～64歳 24% 60% 12% 0% 4% 0% 100% 30% 51% 13% 0% 4% 1% 100%

65～69歳 32% 53% 11% 0% 4% 1% 100% 29% 47% 18% 0% 6% 0% 100%

70～74歳 26% 55% 14% 0% 5% 0% 100% 31% 49% 15% 0% 5% 0% 100%

75～79歳 31% 55% 10% 0% 3% 0% 100% 28% 52% 14% 0% 5% 0% 100%

80～84歳 25% 56% 13% 0% 5% 1% 100% 30% 45% 19% 0% 3% 2% 100%

85歳以上 20% 54% 25% 0% 2% 0% 100% 23% 63% 11% 0% 3% 0% 100%

計 32% 46% 10% 1% 11% 1% 100% 33% 37% 13% 2% 14% 1% 100%

女性

歯
数

割
合

年齢階級
男性
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統計表１７．歯別にみた抜歯主原因

う蝕 歯周病 破折 矯正 その他 無効 計 う蝕 歯周病 破折 矯正 その他 無効 計

18 258 58 3 3 150 0 472 54.7% 12.3% 0.6% 0.6% 31.8% 0.0% 100.0%

17 112 168 40 0 10 3 333 33.6% 50.5% 12.0% 0.0% 3.0% 0.9% 100.0%

16 95 124 46 0 21 6 292 32.5% 42.5% 15.8% 0.0% 7.2% 2.1% 100.0%

15 81 142 52 0 15 1 291 27.8% 48.8% 17.9% 0.0% 5.2% 0.3% 100.0%

14 87 121 51 30 13 2 304 28.6% 39.8% 16.8% 9.9% 4.3% 0.7% 100.0%

13 76 122 48 0 14 1 261 29.1% 46.7% 18.4% 0.0% 5.4% 0.4% 100.0%

12 62 152 42 0 10 2 268 23.1% 56.7% 15.7% 0.0% 3.7% 0.7% 100.0%

11 55 148 31 0 11 3 248 22.2% 59.7% 12.5% 0.0% 4.4% 1.2% 100.0%

21 55 156 37 1 12 0 261 21.1% 59.8% 14.2% 0.4% 4.6% 0.0% 100.0%

22 66 118 50 1 12 0 247 26.7% 47.8% 20.2% 0.4% 4.9% 0.0% 100.0%

23 85 106 48 0 6 1 246 34.6% 43.1% 19.5% 0.0% 2.4% 0.4% 100.0%

24 94 126 42 18 12 2 294 32.0% 42.9% 14.3% 6.1% 4.1% 0.7% 100.0%

25 98 116 55 2 16 2 289 33.9% 40.1% 19.0% 0.7% 5.5% 0.7% 100.0%

26 92 142 44 0 22 1 301 30.6% 47.2% 14.6% 0.0% 7.3% 0.3% 100.0%

27 112 166 31 1 21 3 334 33.5% 49.7% 9.3% 0.3% 6.3% 0.9% 100.0%

28 231 58 1 4 153 0 447 51.7% 13.0% 0.2% 0.9% 34.2% 0.0% 100.0%

38 176 60 6 6 245 6 499 35.3% 12.0% 1.2% 1.2% 49.1% 1.2% 100.0%

37 134 165 48 0 32 2 381 35.2% 43.3% 12.6% 0.0% 8.4% 0.5% 100.0%

36 135 91 54 0 27 4 311 43.4% 29.3% 17.4% 0.0% 8.7% 1.3% 100.0%

35 90 128 36 5 15 1 275 32.7% 46.5% 13.1% 1.8% 5.5% 0.4% 100.0%

34 72 90 29 12 8 1 212 34.0% 42.5% 13.7% 5.7% 3.8% 0.5% 100.0%

33 37 105 16 1 4 0 163 22.7% 64.4% 9.8% 0.6% 2.5% 0.0% 100.0%

32 41 128 11 0 5 0 185 22.2% 69.2% 5.9% 0.0% 2.7% 0.0% 100.0%

31 29 170 4 0 5 0 208 13.9% 81.7% 1.9% 0.0% 2.4% 0.0% 100.0%

41 23 152 9 2 5 0 191 12.0% 79.6% 4.7% 1.0% 2.6% 0.0% 100.0%

42 26 137 11 1 7 0 182 14.3% 75.3% 6.0% 0.5% 3.8% 0.0% 100.0%

43 32 93 12 0 2 0 139 23.0% 66.9% 8.6% 0.0% 1.4% 0.0% 100.0%

44 60 123 38 13 8 1 243 24.7% 50.6% 15.6% 5.3% 3.3% 0.4% 100.0%

45 85 97 64 7 19 1 273 31.1% 35.5% 23.4% 2.6% 7.0% 0.4% 100.0%

46 140 118 61 0 28 4 351 39.9% 33.6% 17.4% 0.0% 8.0% 1.1% 100.0%

47 141 152 42 0 15 4 354 39.8% 42.9% 11.9% 0.0% 4.2% 1.1% 100.0%

48 137 58 4 5 249 4 457 30.0% 12.7% 0.9% 1.1% 54.5% 0.9% 100.0%

計 3,017 3,890 1,066 112 1,172 55 9,312 32.4% 41.8% 11.4% 1.2% 12.6% 0.6% 100.0%

抜歯主原因

本数 割合抜歯部位
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統計表１８．抜去歯の状態別にみた抜歯数

年齢階級 健全 う蝕 充填 冠
無効
（複数
選択）
無回答 計

15歳未満 42 7 2 0 0 1 52

15～19歳 76 35 2 1 0 1 115

20～24歳 194 182 8 5 0 8 397

25～29歳 145 284 18 16 0 2 465

30～34歳 124 312 11 32 5 3 487

35～39歳 64 194 24 71 2 3 358

40～44歳 83 202 20 100 9 8 422

45～49歳 92 229 40 196 5 3 565

50～54歳 159 319 70 341 9 6 904

55～59歳 224 371 94 431 15 11 1,146

60～64歳 231 382 99 491 13 8 1,224

65～69歳 172 356 82 451 9 19 1,089

70～74歳 165 348 72 383 8 13 989

75～79歳 72 193 32 288 4 3 592

80～84歳 25 86 20 138 1 3 273

85歳以上 21 37 7 62 0 5 132

不明 30 44 13 45 1 7 140

計 1,919 3,581 614 3,051 81 104 9,350

15歳未満 80.8% 13.5% 3.8% 0.0% 0.0% 1.9% 100.0% 

15～19歳 66.1% 30.4% 1.7% 0.9% 0.0% 0.9% 100.0% 

20～24歳 48.9% 45.8% 2.0% 1.3% 0.0% 2.0% 100.0% 

25～29歳 31.2% 61.1% 3.9% 3.4% 0.0% 0.4% 100.0% 

30～34歳 25.5% 64.1% 2.3% 6.6% 1.0% 0.6% 100.0% 

35～39歳 17.9% 54.2% 6.7% 19.8% 0.6% 0.8% 100.0% 

40～44歳 19.7% 47.9% 4.7% 23.7% 2.1% 1.9% 100.0% 

45～49歳 16.3% 40.5% 7.1% 34.7% 0.9% 0.5% 100.0% 

50～54歳 17.6% 35.3% 7.7% 37.7% 1.0% 0.7% 100.0% 

55～59歳 19.5% 32.4% 8.2% 37.6% 1.3% 1.0% 100.0% 

60～64歳 18.9% 31.2% 8.1% 40.1% 1.1% 0.7% 100.0% 

65～69歳 15.8% 32.7% 7.5% 41.4% 0.8% 1.7% 100.0% 

70～74歳 16.7% 35.2% 7.3% 38.7% 0.8% 1.3% 100.0% 

75～79歳 12.2% 32.6% 5.4% 48.6% 0.7% 0.5% 100.0% 

80～84歳 9.2% 31.5% 7.3% 50.5% 0.4% 1.1% 100.0% 

85歳以上 15.9% 28.0% 5.3% 47.0% 0.0% 3.8% 100.0% 

不明 21.4% 31.4% 9.3% 32.1% 0.7% 5.0% 100.0% 

計 20.5% 38.3% 6.6% 32.6% 0.9% 1.1% 100.0% 

抜
歯
数

割
合
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統計表１９．抜去歯の状態の性別比較

男 女 男 女

健全 1,012 869 22.0% 19.3% 

う蝕 1,811 1,724 39.4% 38.3% 

充填 325 275 7.1% 6.1% 

冠 1,400 1,602 30.5% 35.6% 

無効 47 33 1.0% 0.7% 

計 4,595 4,503 100.0% 100.0% 

歯数 割合

統計表２０．抜去歯の状態（歯別）

抜歯部位 健全 う蝕 充填 冠 無効 計 健全 う蝕 充填 冠 無効 計

18 126 315 18 11 1 471 26.8% 66.9% 3.8% 2.3% 0.2% 100.0%

17 48 124 43 109 4 328 14.6% 37.8% 13.1% 33.2% 1.2% 100.0%

16 27 118 23 120 4 292 9.2% 40.4% 7.9% 41.1% 1.4% 100.0%

15 39 95 18 132 4 288 13.5% 33.0% 6.3% 45.8% 1.4% 100.0%

14 63 99 26 110 4 302 20.9% 32.8% 8.6% 36.4% 1.3% 100.0%

13 31 94 15 115 3 258 12.0% 36.4% 5.8% 44.6% 1.2% 100.0%

12 40 82 11 133 1 267 15.0% 30.7% 4.1% 49.8% 0.4% 100.0%

11 41 72 11 119 2 245 16.7% 29.4% 4.5% 48.6% 0.8% 100.0%

21 52 59 15 130 2 258 20.2% 22.9% 5.8% 50.4% 0.8% 100.0%

22 42 75 14 109 2 242 17.4% 31.0% 5.8% 45.0% 0.8% 100.0%

23 23 92 14 111 2 242 9.5% 38.0% 5.8% 45.9% 0.8% 100.0%

24 48 110 25 106 2 291 16.5% 37.8% 8.6% 36.4% 0.7% 100.0%

25 25 126 16 116 3 286 8.7% 44.1% 5.6% 40.6% 1.0% 100.0%

26 31 105 25 135 2 298 10.4% 35.2% 8.4% 45.3% 0.7% 100.0%

27 37 125 30 133 4 329 11.2% 38.0% 9.1% 40.4% 1.2% 100.0%

28 119 291 19 15 3 447 26.6% 65.1% 4.3% 3.4% 0.7% 100.0%

38 213 220 28 27 2 490 43.5% 44.9% 5.7% 5.5% 0.4% 100.0%

37 24 144 36 172 3 379 6.3% 38.0% 9.5% 45.4% 0.8% 100.0%

36 16 131 20 134 7 308 5.2% 42.5% 6.5% 43.5% 2.3% 100.0%

35 38 98 15 118 4 273 13.9% 35.9% 5.5% 43.2% 1.5% 100.0%

34 40 82 13 77 1 213 18.8% 38.5% 6.1% 36.2% 0.5% 100.0%

33 42 48 10 61 0 161 26.1% 29.8% 6.2% 37.9% 0.0% 100.0%

32 72 60 12 39 0 183 39.3% 32.8% 6.6% 21.3% 0.0% 100.0%

31 100 56 15 36 1 208 48.1% 26.9% 7.2% 17.3% 0.5% 100.0%

41 113 33 13 29 0 188 60.1% 17.6% 6.9% 15.4% 0.0% 100.0%

42 72 35 15 56 1 179 40.2% 19.6% 8.4% 31.3% 0.6% 100.0%

43 30 43 11 51 2 137 21.9% 31.4% 8.0% 37.2% 1.5% 100.0%

44 53 84 20 86 0 243 21.8% 34.6% 8.2% 35.4% 0.0% 100.0%

45 33 112 11 115 2 273 12.1% 41.0% 4.0% 42.1% 0.7% 100.0%

46 18 137 28 160 4 347 5.2% 39.5% 8.1% 46.1% 1.2% 100.0%

47 35 138 22 148 8 351 10.0% 39.3% 6.3% 42.2% 2.3% 100.0%

48 226 175 21 32 3 457 49.5% 38.3% 4.6% 7.0% 0.7% 100.0%

計 1,917 3,578 613 3,045 81 9,234 20.8% 38.7% 6.6% 33.0% 0.9% 100.0%

抜去歯の状態

本数 割合
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統計表２１．歯髄の状態別にみた抜歯数

年齢階級 有髄
無髄・
根充なし

無髄・
根充あり

無効
（複数
選択）

無回答 計

15歳未満 45 4 0 0 3 52

15～19歳 89 17 6 0 3 115

20～24歳 332 28 25 0 12 397

25～29歳 344 66 52 0 3 465

30～34歳 303 104 77 1 2 487

35～39歳 162 73 115 0 8 358

40～44歳 181 88 145 1 7 422

45～49歳 184 124 252 0 5 565

50～54歳 317 146 434 0 7 904

55～59歳 385 199 544 0 18 1,146

60～64歳 403 187 609 3 22 1,224

65～69歳 291 196 581 3 18 1,089

70～74歳 255 184 536 2 12 989

75～79歳 123 97 363 0 9 592

80～84歳 53 49 164 1 6 273

85歳以上 35 21 70 0 6 132

不明 51 24 57 0 8 140

計 3,553 1,607 4030 11 149 9,350

15歳未満 86.5% 7.7% 0.0% 0.0% 5.8% 100.0%

15～19歳 77.4% 14.8% 5.2% 0.0% 2.6% 100.0%

20～24歳 83.6% 7.1% 6.3% 0.0% 3.0% 100.0%

25～29歳 74.0% 14.2% 11.2% 0.0% 0.6% 100.0%

30～34歳 62.2% 21.4% 15.8% 0.2% 0.4% 100.0%

35～39歳 45.3% 20.4% 32.1% 0.0% 2.2% 100.0%

40～44歳 42.9% 20.9% 34.4% 0.2% 1.7% 100.0%

45～49歳 32.6% 21.9% 44.6% 0.0% 0.9% 100.0%

50～54歳 35.1% 16.2% 48.0% 0.0% 0.8% 100.0%

55～59歳 33.6% 17.4% 47.5% 0.0% 1.6% 100.0%

60～64歳 32.9% 15.3% 49.8% 0.2% 1.8% 100.0%

65～69歳 26.7% 18.0% 53.4% 0.3% 1.7% 100.0%

70～74歳 25.8% 18.6% 54.2% 0.2% 1.2% 100.0%

75～79歳 20.8% 16.4% 61.3% 0.0% 1.5% 100.0%

80～84歳 19.4% 17.9% 60.1% 0.4% 2.2% 100.0%

85歳以上 26.5% 15.9% 53.0% 0.0% 4.5% 100.0%

不明 36.4% 17.1% 40.7% 0.0% 5.7% 100.0%

計 38.0% 17.2% 43.1% 0.1% 1.6% 100.0%

抜
歯
数

割
合

統計表２２．抜去歯の歯髄の状態（性別比較）

歯髄の状態 男 女 男 女

有髄 1,926 1,567 42.1% 35.0% 

無髄・根充なし 818 763 17.9% 17.0% 

無髄・根充あり 1,829 2,140 40.0% 47.8% 

無効 2 9 0.0% 0.2% 

計 4,575 4,479 100.0% 100.0% 

割合歯数
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統計表２３．抜去歯の歯髄の状態（歯別）

有髄
無髄・
根充な
し

無髄・
根充あ
り
無効 計 有髄

無髄・
根充な
し

無髄・
根充あ
り
無効 計

18 404 42 24 1 471 85.8% 8.9% 5.1% 0.2% 100.0% 

17 109 74 145 0 328 33.2% 22.6% 44.2% 0.0% 100.0% 

16 58 72 155 0 285 20.4% 25.3% 54.4% 0.0% 100.0% 

15 67 46 172 0 285 23.5% 16.1% 60.4% 0.0% 100.0% 

14 90 77 133 0 300 30.0% 25.7% 44.3% 0.0% 100.0% 

13 46 36 175 1 258 17.8% 14.0% 67.8% 0.4% 100.0% 

12 70 36 157 1 264 26.5% 13.6% 59.5% 0.4% 100.0% 

11 61 37 147 0 245 24.9% 15.1% 60.0% 0.0% 100.0% 

21 72 31 155 0 258 27.9% 12.0% 60.1% 0.0% 100.0% 

22 60 34 149 0 243 24.7% 14.0% 61.3% 0.0% 100.0% 

23 34 47 162 0 243 14.0% 19.3% 66.7% 0.0% 100.0% 

24 71 67 147 0 285 24.9% 23.5% 51.6% 0.0% 100.0% 

25 50 81 150 1 282 17.7% 28.7% 53.2% 0.4% 100.0% 

26 64 66 168 1 299 21.4% 22.1% 56.2% 0.3% 100.0% 

27 85 89 156 0 330 25.8% 27.0% 47.3% 0.0% 100.0% 

28 383 37 22 1 443 86.5% 8.4% 5.0% 0.2% 100.0% 

38 394 48 48 0 490 80.4% 9.8% 9.8% 0.0% 100.0% 

37 74 79 224 1 378 19.6% 20.9% 59.3% 0.3% 100.0% 

36 38 84 189 0 311 12.2% 27.0% 60.8% 0.0% 100.0% 

35 64 60 150 0 274 23.4% 21.9% 54.7% 0.0% 100.0% 

34 57 46 109 0 212 26.9% 21.7% 51.4% 0.0% 100.0% 

33 62 24 73 0 159 39.0% 15.1% 45.9% 0.0% 100.0% 

32 94 28 57 0 179 52.5% 15.6% 31.8% 0.0% 100.0% 

31 128 19 58 0 205 62.4% 9.3% 28.3% 0.0% 100.0% 

41 127 18 42 1 188 67.6% 9.6% 22.3% 0.5% 100.0% 

42 90 20 70 1 181 49.7% 11.0% 38.7% 0.6% 100.0% 

43 50 19 67 0 136 36.8% 14.0% 49.3% 0.0% 100.0% 

44 78 42 120 0 240 32.5% 17.5% 50.0% 0.0% 100.0% 

45 70 50 146 1 267 26.2% 18.7% 54.7% 0.4% 100.0% 

46 55 73 218 1 347 15.9% 21.0% 62.8% 0.3% 100.0% 

47 85 78 189 0 352 24.1% 22.2% 53.7% 0.0% 100.0% 

48 359 44 48 0 451 79.6% 9.8% 10.6% 0.0% 100.0% 

計 3,549 1,604 4,025 11 9,189 38.6% 17.5% 43.8% 0.1% 100.0% 

歯髄（抜去歯）の状態

本数 割合
抜歯部位
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統計表２４．インフォームドコンセントの分布

歯数 割合

容易 8,927 95.5% 

困難 246 2.6% 

無効 1 0.0% 

無回答 176 1.9% 

計 9,350 100.0% 

統計表２５．現在歯数と抜歯原因の関連（年齢階級別）

う蝕 歯周病 破折 矯正 その他 不明 Total う蝕 歯周病 破折 矯正 その他 不明 Total

1～9歯 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － －

10～19歯 0 0 0 4 0 0 4 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

20～23歯 1 0 0 8 1 0 10 10.0% 0.0% 0.0% 80.0% 10.0% 0.0% 100.0%

24～27歯 22 3 3 44 22 0 94 23.4% 3.2% 3.2% 46.8% 23.4% 0.0% 100.0%

28～32歯 141 9 7 19 247 0 423 33.3% 2.1% 1.7% 4.5% 58.4% 0.0% 100.0%

Total 164 12 10 75 270 0 531 30.9% 2.3% 1.9% 14.1% 50.8% 0.0% 100.0%

1～9歯 4 0 0 0 1 2 7 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 100.0%

10～19歯 5 2 0 0 1 0 8 62.5% 25.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 100.0%

20～23歯 18 6 3 0 2 0 29 62.1% 20.7% 10.3% 0.0% 6.9% 0.0% 100.0%

24～27歯 84 9 10 10 43 4 160 52.5% 5.6% 6.3% 6.3% 26.9% 2.5% 100.0%

28～32歯 357 26 26 5 319 0 733 48.7% 3.5% 3.5% 0.7% 43.5% 0.0% 100.0%

Total 468 43 39 15 366 6 937 49.9% 4.6% 4.2% 1.6% 39.1% 0.6% 100.0%

1～9歯 4 9 0 0 0 0 13 30.8% 69.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

10～19歯 22 25 5 0 1 0 53 41.5% 47.2% 9.4% 0.0% 1.9% 0.0% 100.0%

20～23歯 42 32 13 0 12 0 99 42.4% 32.3% 13.1% 0.0% 12.1% 0.0% 100.0%

24～27歯 99 58 38 0 33 0 228 43.4% 25.4% 16.7% 0.0% 14.5% 0.0% 100.0%

28～32歯 178 47 33 7 96 3 364 48.9% 12.9% 9.1% 1.9% 26.4% 0.8% 100.0%

Total 345 171 89 7 142 3 757 45.6% 22.6% 11.8% 0.9% 18.8% 0.4% 100.0%

1～9歯 12 80 2 0 3 0 97 12.4% 82.5% 2.1% 0.0% 3.1% 0.0% 100.0%

10～19歯 87 216 32 0 14 0 349 24.9% 61.9% 9.2% 0.0% 4.0% 0.0% 100.0%

20～23歯 109 131 48 0 19 2 309 35.3% 42.4% 15.5% 0.0% 6.1% 0.6% 100.0%

24～27歯 161 192 70 0 33 5 461 34.9% 41.6% 15.2% 0.0% 7.2% 1.1% 100.0%

28～32歯 91 62 26 0 41 2 222 41.0% 27.9% 11.7% 0.0% 18.5% 0.9% 100.0%

Total 460 681 178 0 110 9 1,438 32.0% 47.4% 12.4% 0.0% 7.6% 0.6% 100.0%

1～9歯 69 182 13 0 5 6 275 25.1% 66.2% 4.7% 0.0% 1.8% 2.2% 100.0%

10～19歯 214 526 77 0 15 1 833 25.7% 63.1% 9.2% 0.0% 1.8% 0.1% 100.0%

20～23歯 133 253 73 0 29 11 499 26.7% 50.7% 14.6% 0.0% 5.8% 2.2% 100.0%

24～27歯 133 235 111 1 36 3 519 25.6% 45.3% 21.4% 0.2% 6.9% 0.6% 100.0%

28～32歯 61 82 30 1 16 3 193 31.6% 42.5% 15.5% 0.5% 8.3% 1.6% 100.0%

Total 610 1,278 304 2 101 24 2,319 26.3% 55.1% 13.1% 0.1% 4.4% 1.0% 100.0%

1～9歯 133 235 32 0 20 0 420 31.7% 56.0% 7.6% 0.0% 4.8% 0.0% 100.0%

10～19歯 260 476 120 0 41 3 900 28.9% 52.9% 13.3% 0.0% 4.6% 0.3% 100.0%

20～23歯 88 172 71 0 14 1 346 25.4% 49.7% 20.5% 0.0% 4.0% 0.3% 100.0%

24～27歯 73 118 57 0 19 1 268 27.2% 44.0% 21.3% 0.0% 7.1% 0.4% 100.0%

28～32歯 28 31 10 0 8 0 77 36.4% 40.3% 13.0% 0.0% 10.4% 0.0% 100.0%

Total 582 1,032 290 0 102 5 2,011 28.9% 51.3% 14.4% 0.0% 5.1% 0.2% 100.0%

1～9歯 105 209 36 0 16 3 369 28.5% 56.6% 9.8% 0.0% 4.3% 0.8% 100.0%

10～19歯 107 203 57 0 15 2 384 27.9% 52.9% 14.8% 0.0% 3.9% 0.5% 100.0%

20～23歯 29 61 16 0 3 0 109 26.6% 56.0% 14.7% 0.0% 2.8% 0.0% 100.0%

24～27歯 23 32 16 0 4 1 76 30.3% 42.1% 21.1% 0.0% 5.3% 1.3% 100.0%

28～32歯 9 6 9 0 0 0 24 37.5% 25.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

Total 273 511 134 0 38 6 962 28.4% 53.1% 13.9% 0.0% 4.0% 0.6% 100.0%

人数 割合 ｐ値

（χ2検
定）

現在歯数年齢階級

75歳以上

65～74歳

55～64歳

45～54歳

35～44歳

25～34歳

25歳未満

0.000

0.000

0.000

0.031

0.000

0.000

0.000
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統計表２６．患者あたり抜歯数と現在歯数の関係（年齢階級別）

45歳未満 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上

1～ 9歯 1.43 1.43 1.42 1.52 1.46

10～19歯 1.45 1.45 1.48 1.42 1.39

20～23歯 1.24 1.24 1.26 1.23 1.20

24～27歯 1.15 1.15 1.12 1.14 1.38

28～32歯 1.07 1.07 1.08 1.05 1.14

Total 1.23 1.23 1.29 1.34 1.38

1～ 9歯 1.25 0.65 0.72 0.89 0.77

10～19歯 0.68 0.92 0.89 0.82 0.87

20～23歯 0.65 0.62 0.67 0.54 0.48

24～27歯 0.35 0.47 0.41 0.48 1.06

28～32歯 0.24 0.28 0.31 0.23 0.48

Total 0.34 0.62 0.69 0.74 0.80

1元ANOVA 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

2元ANOVA

年齢　

現在歯数　

Adj R2

現在歯数

平
均
値

SD

0.066

0.000

0.891ｐ値
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永
久
歯
の
抜
歯
原
因
調
査

財
団
法
人
　
８
０
２
０
推
進
財
団

●
貴
医
院
と
院
長
先
生
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

 １
．
歯
科
２
．
矯
正
歯
科

 ３
．
小
児
歯
科
４
．
歯
科
口
腔
外
科

１
．
男
性

歯
科
医
師
数

人

２
．
女
性

歳
歯
科
衛
生
士
数

人

人
人

人
人

人
人

人

　
　
 ※
 調
査
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
り
忘
れ
た
場
合
に
×
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。
な
お
、
抜
歯
症
例
が
な
か
っ
た
日
は
○
で
す
の
で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

※
本
調
査
は
、
永
久
歯
の
み
を
調
査
対
象
歯
と
し
ま
す
。
抜
歯
を
行
っ
た
患
者
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
、
性
・
年
齢
、
居
住
地
、
お
よ
び
抜
歯
開
始
前
の
現
在
歯
数
を
記
入
し
、
抜
歯
部
位
、
抜
歯
が
行
わ
れ
た
日
付
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

抜
歯
後
、
抜
歯
に
至
っ
た
「
主
原
因
」
を
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。
同
様
に
歯
の
状
態
、
歯
髄
の
状
態
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
状
況
も
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。

抜
歯
１
本
に
つ
い
て
１
行
ず
つ
御
記
入
く
だ
さ
い
。
複
数
歯
を
抜
歯
し
た
時
は
、
１
行
に
１
歯
ず
つ
記
載
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
現
在
歯
数
は
抜
歯
開
始
前
の
状
態
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

【
記
入
例
】

調
査
期
間
（
2
0
0
5
年
2
月
1
日
～
2
月
7
日
）
に
お
け
る
抜
歯
症
例
の
有
無
　

 ※
 

な し
あ り

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

【
注
１
】
同
一
患
者
に
対
し
て
複
数
歯
を
抜
歯
し
た
場
合
は
、
患
者
属
性
は
最
初
の
記
入
欄
だ
け
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

【
注
２
】
複
数
歯
を
抜
歯
し
た
場
合
は
、
最
初
の
抜
歯
直
前
の
状
態
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。

○
★
１

（
　
　
）
曜
日

抜
歯
症
例
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
「
な
し
」
に
○
を
つ
け
て
、
本
調
査
票
を
御
返
送
く
だ
さ
い
。
以
下
の
欄
は

記
入
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
結
構
で
す
。

本
調
査
で
は
、
「
抜
歯
な
し
」
も
貴
重
な
情
報
と
し
て
扱
い
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

○
な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

記
入
例
５

２
 月
　
７
  
日

Ａ
．
Ｂ
男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

２
月
４
日
（
金
）
２
月
５
日
（
土
）
２
月
６
日
（
日
）
２
月
７
日
（
月
）

診
療
の
有
無
（
当
て
は
ま
る
も
の
に
○
）
診
療
日

○
○

５
９

○
な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

◎
◎

△
△

記
入
例
４

２
 月
　
３
  
日

Ｃ
．
Ｄ
男
 ・
 女

★
１

（
　
　
）
曜
日

○
○

○
○

○
○

★
１

○
（
　
　
）
曜
日

６
５

○
な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

記
入
例
３

２
 月
　
　
  
日

記
入
例
２

２
 月
　
２
  
日

Ａ
．
Ｂ

男
 ・
 女

男
 ・
 女

院
長
先
生
の

性
別

院
長
先
生
の

年
齢都
・
道

府
・
県

貴
医
院
の

所
在
地

記
入
例
１

Ｙ
．
Ａ

N
o

男
 ・
 女

上
顎

抜
歯
前
の
現
在
歯
数
と
床
義
歯
の

状
態
 【
注
２
】

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

抜
歯
に
至
っ
た
主
原
因

２
 月
　
１
  
日

（
　
　
）
曜
日

現
在
歯

現
在
歯

床
義
歯

Ｐ
Ｃ

４
６

●
調
査
期
間
中
の
日
付
別
に
、
診
療
の
有
無
、
調
査
実
施
の
有
無
、
来
院
総
患
者
数
を
御
記
入
く
だ
さ
い

２
月
１
日
（
火
）
２
月
２
日
（
水
）
２
月
３
日
（
木
）

○

無
髄

健 全

○
○

抜
去
歯
の
状
態

処
置

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト

○

根
充

貴
医
院
の
標
榜
科
名

（
複
数
回
答
可
）

床
義
歯

居
住
地

調
査
実
施
の
有
無
 ※

 あ
り
、
な
し
 

（
○
あ
り
、
×
な
し
）

来
院
総
患
者
数

貴
医
院
の
#

下
顎

#
 常
勤
の
人
数
を
御
記
入
く
だ
さ
い

抜
歯
が
行
わ

れ
た
日
付

イ
ニ
シ
ャ
ル

（
姓
名
）
性
別
年
齢患
者
の
属
性
 【
注
１
】

特 記 事 項
困 難

容 易

有 髄

抜
去
歯
の

歯
髄
の
状
態

診
療
日

診
療
日

診
療
日

抜
歯
部
位

冠
充 填

Ｃ
そ の 他

矯 正

ハ セ ツ

診
療
日

診
療
日

休
診
日

休
診
日

休
診
日

休
診
日

休
診
日

休
診
日

休
診
日

診
療
日

○
○

×
×

◇
◇

□
□

１
６ ０ １
２

１
４ ８ １
０

１ １

６

５

７

不
明

火 月木水

同 一 人 物

- 54 -



【
抜
歯
症
例
の
記
入
欄
-
１
（
1
～
1
0
）
】

調
査
期
間
（
2
0
0
5
年
2
月
1
日
～
2
月
7
日
）
に
お
け
る
抜
歯
症
例
の
有
無
　

 ※
 

な し
あ り

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

【
注
１
】
同
一
患
者
に
対
し
て
複
数
歯
を
抜
歯
し
た
場
合
は
、
患
者
属
性
は
最
初
の
記
入
欄
だ
け
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

【
注
２
】
複
数
歯
を
抜
歯
し
た
場
合
は
、
最
初
の
抜
歯
直
前
の
状
態
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。

 あ
り
、
な
し
 

抜
歯
症
例
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
「
な
し
」
に
○
を
つ
け
て
、
本
調
査
票
を
御
返
送
く
だ
さ
い
。
以
下
の
欄
は

記
入
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
結
構
で
す
。

本
調
査
で
は
、
「
抜
歯
な
し
」
も
貴
重
な
情
報
と
し
て
扱
い
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
0
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

9
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

8
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

7
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

6
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

5
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

4
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

3
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

2
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

（
　
　
）
曜
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

２
 月
　
　
  
日

上
顎

下
顎

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

容 易
困 難

現
在
歯
床
義
歯
現
在
歯
床
義
歯

抜
去
歯
の

歯
髄
の
状
態
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
特 記 事 項

Ｃ

処
置

有 髄

無
髄

充 填
冠

根
充

抜
歯
前
の
現
在
歯
数
と
床
義
歯
の

状
態
 【
注
２
】

抜
歯
部
位

抜
歯
に
至
っ
た
主
原
因
抜
去
歯
の
状
態

Ｃ
Ｐ
ハ セ ツ

矯 正

そ の 他

健 全

1N
o
抜
歯
が
行
わ

れ
た
日
付

患
者
の
属
性
 【
注
１
】

イ
ニ
シ
ャ
ル

（
姓
名
）
性
別
年
齢

居
住
地
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【
抜
歯
症
例
の
記
入
欄
-
２
（
1
1
～
2
0
）
】

な し
あ り

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

都
・
道

市
・
区

府
・
県

町
・
村

本
本

【
注
１
】
同
一
患
者
に
対
し
て
複
数
歯
を
抜
歯
し
た
場
合
は
、
患
者
属
性
は
最
初
の
記
入
欄
だ
け
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

【
注
２
】
複
数
歯
を
抜
歯
し
た
場
合
は
、
最
初
の
抜
歯
直
前
の
状
態
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

2
0
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
9
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
8
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
7
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
6
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
5
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
4
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

1
3
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
2
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

1
1
２
 月
　
　
  
日

男
 ・
 女

（
　
　
）
曜
日

な
し
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

困 難
現
在
歯
床
義
歯
現
在
歯
床
義
歯

抜
歯
部
位

抜
歯
に
至
っ
た
主
原
因
抜
去
歯
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【注1】 抜歯症例がなかった場合でも調査票を送っていただく理由は、本調査では一定期間中における歯牙喪失（抜歯）の発生

率を明らかにすることを主目的の１つとしているためで、「抜歯がなかった」ことも重要な情報となるためです。

【注2】 同一個人か否かを識別する情報が必要であるのは、本調査では患者さん１人あたりの抜歯本数を調べることを調査目的

の１つとしているためです。

【注3】 患者さんの居住地（都道府県、市区町村）の情報が重要である理由は、本調査では一定期間中の歯牙喪失（抜歯）の発

生率について地域差を比較することを調査目的の１つとしているためです。
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記 入 要 領

●調査票への記入全般について

・調査票は１歯科医院１枚です。

調査票が足りなくなった場合は、８０２０推進財団事務局（連絡先後述）にお問い合わせください。或いは、調査票の必要

部分をコピーしていただいても結構です。

・調査期間は、２月１日（火）～２月７日（月）の計７日間（１週間）です。

診療日か休診日かを調査票１頁右上の記入欄（診療の有無）に御記入ください。

この期間中に調査を実施した日は抜歯症例の有無にかかわらず、調査票１頁右上の記入欄（調査実施の有無）に○を

御記入ください。調査実施を忘れてしまった日（たとえば抜歯症例はあったが詳細を忘れたような場合）は×を御記入く

ださい。

・貴医院に複数の歯科医師が勤務している場合は、院長先生の抜歯症例だけではなく、医院としての

全抜歯症例を調査票に御記入ください。

・抜歯症例が調査期間中になかった場合は、「抜歯症例の有無」の「なし」に○をつけて、必ず御返

送ください
【注1】
。

・抜歯症例のうち、調査項目の一部を忘れてしまい記入できない場合、その項目の記入欄に斜線（／）

を大きく引くか「不明」と御記入ください（調査票の記入例を参照）。一部の情報がそろっていな

くても、調査票には必ず記入するようにしてください。

●抜歯症例の記入方法について

・抜歯症例の記入欄は、１本の抜歯を１症例として扱いますので、抜歯１本について１行ずつ御記入

ください。同一の患者さんから複数の歯を抜歯した場合は、それぞれの歯について１行ずつ御記入

ください（調査票の記入例を参照）。

・「患者の属性」について

-「イニシャル（姓名）」の記入欄には、患者さんの姓名をそのまま記載するのではなく、イニ

シャルを御記入ください。

「イニシャル」は患者さんが同一人物であるか否かを識別する情報
【注2】
として用いますので、姓名を正確に反映した

ものでなくても結構です。同一イニシャルで別人の患者さんがいる場合は、同一個人か否かを識別できるように御記

入ください。どのような方法でも結構です。

-同一の患者さんから複数歯を抜歯した場合、「患者の属性」に関する情報は、その患者さんに関

して最初の記入欄のみ御記入ください（調査票の記入例を参照）。

調査期間中に同一患者が別々の日に抜歯処置を受けた場合も、同様に「患者の属性」は最初の記入欄のみ御記入

ください。また、調査票には同一個人であることがわかるように記載してください（調査票の記入例を参照）。

-患者さんの「居住地」は、保険証に記載されている都道府県および市区町村名を御記入ください。

この情報は非常に重要ですので、お忘れなくお願いします
【注3】

【表面】



【注4】 根面キャップ（根面板）は、「冠」に分類します。

【注5】 容易／困難の判断は、主観的な判断で結構です。
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・「抜歯前の現在歯数と義歯の状態」について

-調査期間中における一番最初の抜歯を行う直前の情報を御記入ください。２回目の抜歯以降の記

入欄には必要ありません。

-残根は現在歯に含めます。

・「抜歯部位」について

-本調査の対象歯は永久歯のみです。乳歯の抜歯症例は記載しないようにしてください。

-記入欄には複数の歯を記入しないように御注意ください。

・「抜歯に至った原因」について

-５つの選択肢（Ｃ、Ｐ、ハセツ、矯正、その他）のうち、主な原因と考えられるものを１つだけ

選び、○を御記入ください。「その他」に該当する場合、記入は○のみで結構です。内容まで記

入していただく必要はありません。

・「抜去歯の状態」について

-抜去した歯の状態について４つの選択肢（健全、Ｃ、処置・充填、処置・冠【注4】）のうち、抜歯

前の歯の状態として最も当てはまるものを１つだけ選び、○を御記入ください。

・「抜去歯の歯髄の状態」について

-抜去歯をみて、３つの選択肢（有髄、無髄・根充あり、無髄・根充なし）のうち、当てはまるも

の１つだけ選び、○を御記入ください。

・「インフォームドコンセント」について

-抜歯処置に対する同意が容易に得られたか或いは困難であったかという点について、当てはまる

ものを１つだけ選び、○を御記入ください【注5】。

-それぞれの歯について御記入ください。

・「特記事項」は、とくに説明を要するものがあれば御記入ください。

例） ヘミセクションの場合 （※ ヘミセクションは抜歯症例に含めます）

同一患者から複数歯の抜歯を複数日に行った場合など

調査期間終了後、大変恐縮ですが調査票の見直しをしていただき、

２月１４日（月）までに、同封の返信用封筒にてご投函くださいますようお願い申しあ

げます。

～ 以上ですが、御不明な点がありましたら、下記宛にお問い合わせください。～

８０２０推進財団事務局

（Tel） 03-3512-8020
（Fax） 03-3511-7088
（mail) 8020@8020zaidan.or.jp

【裏面】
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